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雪の女王

with illustra�ons of Vilhelm Pedersen

第⼀のお話。鏡とそのかけ
らのこと

Story the First, Which
Describes a Looking-Glass and

the Broken Fragments

さあ、きいていらっしゃい。
はじめますよ。このお話をお
しまいまできくと、だんだん
なにかがはっきりしてきて、
つまり、それがわるい魔法使
まほうつかいのお話であった
ことがわかるのです。この魔
法使というのは、なかまでも
いちばんいけないやつで、そ
れこそまがいなしの「悪魔あ
くま」でした。

You must a�end to the commencement of this
story, for when we get to the end we shall know
more than we do now about a very wicked
hobgoblin; he was one of the very worst, for he was
a real demon.
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さて、ある日のこと、この悪
魔は、たいそうなごきげんで
した。というわけは、それ
は、鏡をいちめん作りあげた
からでしたが、その鏡という
のが、どんなけっこうなうつ
くしいものでも、それにうつ
ると、ほとんどないもどうぜ
んに、ちぢこまってしまうか
わり、くだらない、みっとも
ないようすのものにかぎっ
て、よけいはっきりと、いか
にもにくにくしくうつるとい
う、ふしぎなせいしつをもっ
たものでした。

One day, when he was in a merry mood, he made a
looking-glass which had the power of making
everything good or beau�ful that was reflected in it
almost shrink to nothing, while everything that was
worthless and bad looked increased in size and
worse than ever.

どんなうつくしいけしきも、
この鏡にうつすと、煮にくた
らしたほうれんそうのように
見え、どんなにりっぱなひと
たちも、いやなかっこうにな
るか、どうたいのない、あた
まだけで、さかだちするかし
ました。顔は見ちがえるほど
ゆがんでしまい、たった、ひ
とつぼっちのそばかすでも、
鼻や口いっぱいに大きくひろ
がって、うつりました。

The most lovely landscapes appeared like boiled
spinach, and the people became hideous, and
looked as if they stood on their heads and had no
bodies. Their countenances were so distorted that
no one could recognize them, and even one freckle
on the face appeared to spread over the whole of
the nose and mouth.
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「こりゃおもしろいな。」
と、その悪魔はいいました。
ここに、たれかが、やさし
い、つつましい心をおこしま
すと、それが鏡には、しかめ
っつらにうつるので、この魔
法使の悪魔は、じぶんなが
ら、こいつはうまい発明はつ
めいだわいと、ついわらいだ
さずには、いられませんでし
た。

The demon said this was very amusing. When a
good or pious thought passed through the mind of
any one it was misrepresented in the glass; and
then how the demon laughed at his cunning
inven�on.

この悪魔は、魔法学校をひら
いていましたが、そこにかよ
っている魔生徒どもは、こん
どふしぎなものがあらわれた
と、ほうぼうふれまわりまし
た。
さて、この鏡ができたので、
はじめて世界や人間のほんと
うのすがたがわかるのだと、
このれんじゅうはふいちょう
してあるきました。

All who went to the demon’s school—for he kept a
school—talked everywhere of the wonders they
had seen, and declared that people could now, for
the first �me, see what the world and mankind
were really like.
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で、ほうぼうへその鏡をもち
まわったものですから、とう
とうおしまいには、どこの国
でも、どの人でも、その鏡に
めいめいの、ゆがんだすがた
をみないものは、なくなって
しまいました。

They carried the glass about everywhere, �ll at last
there was not a land nor a people who had not
been looked at through this distorted mirror.
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こうなると、図にのった悪魔
のでしどもは、天までも昇の
ぼっていって、天使てんした
ちや神さままで、わらいぐさ
にしようとおもいました。と
ころで、高く高くのぼって行
けば、行くほど、その鏡はよ
けいひどく、しかめっつらを
するので、さすがの悪魔も、
おかしくて、もっていられな
くなりました。でもかまわ
ず、高く高くとのぼっていっ
て、もう神さまや天使のお住
居すまいに近くなりました。
すると、鏡はあいかわらず、
しかめっつらしながら、はげ
しくぶるぶるふるえだしたも
のですから、ついに悪魔ども
の手から、地の上へおちて、

They wanted even to fly with it up to heaven to see
the angels, but the higher they flew the more
slippery the glass became, and they could scarcely
hold it, �ll at last it slipped from their hands, fell to
the earth, and was broken into millions of pieces.

何千万、何億万、というので
はたりない、たいへんな数
に、こまかくくだけて、とん
でしまいました。

But now the looking-glass caused more
unhappiness than ever, for some of the fragments
were not so large as a grain of sand, and they flew
about the world into every country.
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ところが、これがため、よけ
い下界げかいのわざわいにな
ったというわけは、鏡のかけ
らは、せいぜい砂つぶくらい
の大きさしかないのが、世界
じゅうにとびちってしまった
からで、これが人の目にはい
ると、そのままそこにこびり
ついてしまいました。する
と、その人たちは、なんでも
物をまちがってみたり、もの
ごとのわるいほうだけをみる
ようになりました。それは、
そのかけらが、どんなちいさ
なものでも、鏡がもっていた
ふしぎな力を、そのまま、ま
だのこしてもっていたからで
す。

When one of these �ny atoms flew into a person’s
eye, it stuck there unknown to him, and from that
moment he saw everything through a distorted
medium, or could see only the worst side of what
he looked at, for even the smallest fragment
retained the same power which had belonged to
the whole mirror.

なかにはまた、人のしんぞう
にはいったものがあって、そ
のしんぞうを、氷のかけらの
ように、つめたいものにして
しまいました。

Some few persons even got a fragment of the
looking-glass in their hearts, and this was very
terrible, for their hearts became cold like a lump of
ice.

そのうちいくまいか大きなか
けらもあって、窓ガラスに使
われるほどでしたが、そんな
窓ガラスのうちから、お友だ
ちをのぞいてみようとして
も、まるでだめでした。

A few of the pieces were so large that they could be
used as window-panes; it would have been a sad
thing to look at our friends through them.
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ほかのかけらで、めがねに用
いられたものもありました
が、このめがねをかけて、物
を正しく、まちがいのないよ
うに見ようとすると、とんだ
さわぎがおこりました。悪魔
はこんなことを、たいへんお
もしろがって、おなかをゆす
ぶって、くすぐったがって、
わらいました。

Other pieces were made into spectacles; this was
dreadful for those who wore them, for they could
see nothing either rightly or justly. At all this the
wicked demon laughed �ll his sides shook—it
�ckled him so to see the mischief he had done.

ところで、ほかにもまだ、こ
まかいかけらは、空のなかに
ただよっていました。さあ、
これからがお話なのですよ。

There were s�ll a number of these li�le fragments
of glass floa�ng about in the air, and now you shall
hear what happened with one of them.

第⼆のお話。男の⼦と⼥の
⼦

Second Story: A Li�le Boy and
a Li�le Girl

たくさんの家がたてこんで、
おおぜい人がすんでいる大き
な町では、たれでも、庭にす
るだけの、あき地をもつわけ
にはいきませんでした。です
から、たいてい、植木うえき
ばちの花をみて、まんぞくし
なければなりませんでした。
　そういう町に、ふたりのま
ずしいこどもがすんでいて、
植木ばちよりもいくらか大き
な花ぞのをもっていました。

In a large town, full of houses and people, there is
not room for everybody to have even a li�le
garden, therefore they are obliged to be sa�sfied
with a few flowers in flower-pots. In one of these
large towns lived two poor children who had a
garden something larger and be�er than a few
flower-pots.
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そのふたりのこどもは、にい
さんでも妹でもありませんで
したが、まるでほんとうのき
ょうだいのように、仲よくし
ていました。

They were not brother and sister, but they loved
each other almost as much as if they had been.

そのこどもたちの両親は、お
むこうどうしで、その住んで
いる屋根うらべやは、二軒の
家の屋根と屋根とがくっつい
た所に、むかいあっていまし
た。そのしきりの所には、一
本の雨どいがとおっていて、
両方から、ひとつずつ、ちい
さな窓が、のぞいていまし
た。

Their parents lived opposite to each other in two
garrets, where the roofs of neighboring houses
projected out towards each other and the water-
pipe ran between them.

で、といをひとまたぎしさえ
すれば、こちらの窓からむこ
うの窓へいけました。

In each house was a li�le window, so that any one
could step across the gu�er from one window to
the other.

こどもの親たちは、それぞれ
木の箱を窓の外にだして、台
所でつかうお野菜をうえてお
きました。そのほかにちょっ
としたばらをひと株うえてお
いたのが、みごとにそだっ
て、いきおいよくのびていま
した。

The parents of these children had each a large
wooden box in which they cul�vated kitchen herbs
for their own use, and a li�le rose-bush in each
box, which grew splendidly.
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ところで親たちのおもいつき
で、その箱を、といをまたい
で、横にならべておいたの
で、箱は窓と窓とのあいだ
で、むこうからこちらへと、
つづいて、そっくり、生きの
いい花のかべを、ふたつなら
べたように見えました。

Now a�er a while the parents decided to place
these two boxes across the water-pipe, so that they
reached from one window to the other and looked
like two banks of flowers.

えんどう豆のつるは、箱から
下のほうにたれさがり、ばら
の木は、いきおいよく長い枝
をのばして、それがまた、両
方の窓にからみついて、おた
がいにおじぎをしあっていま
した。まあ花と青葉でこしら
えた、アーチのようなもので
した。

Sweet-peas drooped over the boxes, and the rose-
bushes shot forth long branches, which were
trained round the windows and clustered together
almost like a triumphal arch of leaves and flowers.

その箱は、高い所にありまし
たし、こどもたちは、その上
にはいあがってはいけないの
をしっていました。そこで、
窓から屋根へ出て、ばらの花
の下にある、ちいさなこしか
けに、こしをかけるおゆるし
をいただいて、そこでおもし
ろそうに、あそびました。

The boxes were very high, and the children knew
they must not climb upon them, without
permission, but they were o�en, however, allowed
to step out together and sit upon their li�le stools
under the rose-bushes, or play quietly.
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冬になると、そういうあそび
もだめになりました。窓はど
うかすると、まるっきりこお
りついてしまいました。そん
なとき、こどもたちは、だん
ろの上で銅貨どうかをあたた
めて、こおった窓ガラスに、
この銅貨をおしつけました。
すると、そこにまるい、まん
まるい、きれいなのぞきあな
ができあがって、このあなの
むこうに、両方の窓からひと
つずつ、それはそれはうれし
そうな、やさしい目がぴかぴ
か光ります、それがあの男の
子と、女の子でした。

In winter all this pleasure came to an end, for the
windows were some�mes quite frozen over. But
then they would warm copper pennies on the
stove, and hold the warm pennies against the
frozen pane; there would be very soon a li�le
round hole through which they could peep, and the
so� bright eyes of the li�le boy and girl would
beam through the hole at each window as they
looked at each other.

男の子はカイ、女の子はゲル
ダといいました。

Their names were Kay and Gerda.
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夏のあいだは、ただひとまた
ぎで、いったりきたりしたも
のが、冬になると、ふたりの
こどもは、いくつも、いくつ
も、はしごだんを、おりたり
あがったりしなければ、なり
ませんでした。外そとには、
雪がくるくる舞まっていまし
た。

In summer they could be together with one jump
from the window, but in winter they had to go up
and down the long staircase, and out through the
snow before they could meet.

「あれはね、白いみつばちが
あつまって、とんでいるのだ
よ。」と、おばあさんがいい
ました。

“See there are the white bees swarming,” said Kay’s
old grandmother one day when it was snowing.

「あのなかにも、女王ばちが
いるの。」と、男の子はたず
ねました。この子は、ほんと
うのみつばちに、そういうも
ののいることを、しっていた
のです。

“Have they a queen bee?” asked the li�le boy, for
he knew that the real bees had a queen.
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「ああ、いるともさ。」と、
おばあさんはいいました。
「その女王ばちは、いつもた
くさんなかまのあつまってい
るところに、とんでいるのだ
よ。なかまのなかでも、いち
ばんからだが大きくて、けっ
して下にじっとしてはいな
い。すぐと黒い雲のなかへと
んではいってしまう。ま夜中
に、いく晩も、いく晩も、女
王は町の通から通へとびまわ
って、窓のところをのぞくの
さ。するとふしぎとそこでこ
おってしまって、窓は花をふ
きつけたように、見えるのだ
よ。」

“To be sure they have,” said the grandmother. “She
is flying there where the swarm is thickest. She is
the largest of them all, and never remains on the
earth, but flies up to the dark clouds. O�en at
midnight she flies through the streets of the town,
and looks in at the windows, then the ice freezes on
the panes into wonderful shapes, that look like
flowers and castles.”

「ああ、それ、みたことがあ
りますよ。」と、こどもたち
は、口をそろえて叫さけびま
した。そして、すると、これ
はほんとうの話なのだ、とお
もいました。

“Yes, I have seen them,” said both the children, and
they knew it must be true.

「雪の女王さまは、うちのな
かへもはいってこられるかし
ら。」と、女の子がたずねま
した。

“Can the Snow Queen come in here?” asked the
li�le girl.
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「くるといいな。そうすれ
ば、ぼく、それをあたたかい
ストーブの上にのせてやる
よ。すると女王はとろけてし
まうだろう。」と、男の子が
いいました。

“Only let her come,” said the boy, “I’ll set her on
the stove and then she’ll melt.”

でも、おばあさんは、男の子
のかみの毛をなでながら、ほ
かのお話をしてくれました。

Then the grandmother smoothed his hair and told
him some more tales.

その夕方、カイはうちにい
て、着物きものを半分はんぶ
んぬぎかけながら、ふとおも
いついて、窓のそばの、いす
の上にあがって、れいのちい
さなのぞきあなから、外をな
がめました。おもてには、ち
らちら、こな雪が舞まってい
ましたが、そのなかで大きな
かたまりがひとひら、植木箱
のはしにおちました。すると
みるみるそれは大きくなっ
て、とうとうそれが、まがい
のない、わかい、ひとりの女
の人になりました。もう何百
万という数の、星のように光
るこな雪で織おった、うすい
白い紗しゃの着物きものを着
ていました。

One evening, when li�le Kay was at home, half
undressed, he climbed on a chair by the window
and peeped out through the li�le hole. A few flakes
of snow were falling, and one of them, rather larger
than the rest, alighted on the edge of one of the
flower boxes. This snow-flake grew larger and
larger, �ll at last it became the figure of a woman,
dressed in garments of white gauze, which looked
like millions of starry snow-flakes linked together.
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やさしい女の姿はしていまし
たが、氷のからだをしていま
した。ぎらぎらひかる氷のか
らだをして、そのくせ生きて
いるのです。その目は、あか
るい星をふたつならべたよう
でしたが、おちつきも休みも
ない目でした。

She was fair and beau�ful, but made of ice—
shining and gli�ering ice. S�ll she was alive and her
eyes sparkled like bright stars, but there was
neither peace nor rest in their glance.

女は、カイのいる窓のほう
に、うなずきながら、手まね
ぎしました。カイはびっくり
して、いすからとびおりてし
まいました。すぐそのあと
で、大きな鳥が、窓の外をと
んだような、けはいがしまし
た。

She nodded towards the window and waved her
hand. The li�le boy was frightened and sprang from
the chair; at the same moment it seemed as if a
large bird flew by the window.
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そのあくる日は、からりとし
た、霜日しもびよりでした。
――それからは、日にまし、
雪どけのようきになって、と
うとう春が、やってきまし
た。お日さまはあたたかに、
照てりかがやいて、緑みどり
がもえだし、つばめは巣をつ
くりはじめました。あのむか
いあわせの屋根うらべやの窓
も、また、あけひろげられ
て、カイとゲルダとは、アパ
ートのてっぺんの屋根上の雨
あまどいの、ちいさな花ぞの
で、ことしもあそびました。

On the following day there was a clear frost, and
very soon came the spring. The sun shone; the
young green leaves burst forth; the swallows built
their nests; windows were opened, and the
children sat once more in the garden on the roof,
high above all the other rooms.

この夏は、じつにみごとに、
ばらの花がさきました。女の
子のゲルダは、ばらのことの
うたわれている、さんび歌を
しっていました。そして、ば
らの花というと、ゲルダはす
ぐ、じぶんの花ぞののばらの
ことをかんがえました。ゲル
ダは、そのさんび歌を、カイ
にうたってきかせますと、カ
イもいっしょにうたいまし
た。

How beau�ful the roses blossomed this summer.
The li�le girl had learnt a hymn in which roses were
spoken of, and then she thought of their own roses,
and she sang the hymn to the li�le boy, and he
sang too:—
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「ばらのはな さきてはちり
ぬ
おさなごエス やがてあおが
ん」

“Roses bloom and cease to be,
But we shall the Christ-child see.”

ふたりのこどもは、手をとり
あって、ばらの花にほおずり
して、神さまの、みひかりの
かがやく、お日さまをながめ
て、おさなごエスが、そこ
に、おいでになるかのよう
に、うたいかけました。

Then the li�le ones held each other by the hand,
and kissed the roses, and looked at the bright
sunshine, and spoke to it as if the Christ-child were
there.

なんという、楽しい夏の日だ
ったでしょう。いきいきと、
いつまでもさくことをやめな
いようにみえる、ばらの花の
においと、葉のみどりにつつ
まれた、この屋根の上は、な
んていいところでしたろう。

Those were splendid summer days. How beau�ful
and fresh it was out among the rose-bushes, which
seemed as if they would never leave off blooming.
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カイとゲルダは、ならんで掛
けて、けものや鳥のかいてあ
る、絵本をみていました。ち
ょうどそのとき――お寺の、
大きな塔とうの上で、とけい
が、五つうちましたが――カ
イは、ふと、
「あッ、なにかちくりとむね
にささったよ。それから、目
にもなにかとびこんだよう
だ。」と、いいました。

One day Kay and Gerda sat looking at a book full of
pictures of animals and birds, and then just as the
clock in the church tower struck twelve, Kay said,
“Oh, something has struck my heart!” and soon
a�er, “There is something in my eye.”

あわてて、カイのくびを、ゲ
ルダがかかえると、男の子は
目をぱちぱちやりました。で
も、目のなかにはなにもみえ
ませんでした。

The li�le girl put her arm round his neck, and
looked into his eye, but she could see nothing.

「じゃあ、とれてしまったの
だろう。」と、カイはいいま
したが、それは、とれたので
はありませんでした。

“I think it is gone,” he said. But it was not gone;
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カイの目にはいったのは、れ
いの鏡から、とびちったかけ
らでした。そら、おぼえてい
るでしょう。あのいやな、魔
法まほうの鏡のかけらで、そ
の鏡にうつすと、大きくてい
いものも、ちいさく、いやな
ものに、みえるかわり、いけ
ないわるいものほど、いっそ
うきわだってわるく見え、な
んによらず、物事ものごとの
あらが、すぐめだって見える
のです。

it was one of those bits of the looking-glass—that
magic mirror, of which we have spoken—the ugly
glass which made everything great and good
appear small and ugly, while all that was wicked
and bad became more visible, and every li�le fault
could be plainly seen.

かわいそうに、カイは、しん
ぞうに、かけらがひとつはい
ってしまいましたから、まも
なく、それは氷のかたまりの
ように、なるでしょう。

Poor li�le Kay had also received a small grain in his
heart, which very quickly turned to a lump of ice.

それなり、もういたみはしま
せんけれども、たしかに、し
んぞうの中にのこりました。

He felt no more pain, but the glass was there s�ll.
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雪の女王

「なんだってべそをかくん
だ。」と、カイはいいまし
た。「そんなみっともない顔
をして、ぼくは、もうどうも
なってやしないんだよ。」
「チェッ、なんだい。」こん
なふうに、カイはふいに、い
いだしました。「あのばらは
虫がくっているよ。このばら
も、ずいぶんへんてこなばら
だ。みんなきたならしいばら
だな。植わっている箱も箱な
ら、花も花だ。」
　こういって、カイは、足で
植木の箱をけとばして、ばら
の花をひきちぎってしまいま
した。

“Why do you cry?” said he at last; “it makes you
look ugly. There is nothing the ma�er with me now.
Oh, see!” he cried suddenly, “that rose is worm-
eaten, and this one is quite crooked. A�er all they
are ugly roses, just like the box in which they
stand,” and then he kicked the boxes with his foot,
and pulled off the two roses.

「カイちゃん、あんた、なに
をするの。」と、ゲルダはさ
けびました。
　カイは、ゲルダのおどろい
た顔をみると、またほかのば
らの花を、もぎりだしまし
た。それから、じぶんのうち
の窓の中にとびこんで、やさ
しいゲルダとも、はなれてし
まいました。

“Kay, what are you doing?” cried the li�le girl; and
then, when he saw how frightened she was, he tore
off another rose, and jumped through his own
window away from li�le Gerda.
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The Snow Queen

ゲルダがそのあとで、絵本え
ほんをもってあそびにきたと
き、カイは、そんなもの、か
あさんにだっこされている、
あかんぼのみるものだ、とい
いました。また、おばあさま
がお話をしても、カイはのべ
つに「だって、だって。」と
ばかりいっていました。それ
どころか、すきをみて、おば
あさまのうしろにまわって、
目がねをかけて、おばあさま
の口まねまで、してみせまし
た。しかも、なかなかじょう
ずにやったので、みんなはお
かしがってわらいました。

When she a�erwards brought out the picture book,
he said, “It was only fit for babies in long clothes,”
and when grandmother told any stories, he would
interrupt her with “but;”. Or, when he could
manage it, he would get behind her chair, put on a
pair of spectacles, and imitate her very cleverly, to
make people laugh.

まもなくカイは、町じゅうの
人たちの、身ぶりや口まねで
も、できるようになりまし
た。

By-and-by he began to mimic the speech and gait of
persons in the street.
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雪の女王

なんでも、ひとくせかわった
ことや、みっともないことな
ら、カイはまねすることをお
ぼえました。
「あの子はきっと、いいあた
まなのにちがいない。」と、
みんないいましたが、それ
は、カイの目のなかにはいっ
た鏡のかけらや、しんぞうの
奥ふかくささった、鏡のかけ
らのさせることでした。そん
なわけで、カイはまごころを
ささげて、じぶんをしたって
くれるゲルダまでも、いじめ
だしました。

All that was peculiar or disagreeable in a person he
would imitate directly, and people said, “That boy
will be very clever; he has a remarkable genius.”
But it was the piece of glass in his eye, and the
coldness in his heart, that made him act like this.
He would even tease li�le Gerda, who loved him
with all her heart.

カイのあそびも、すっかりか
わって、ひどくこましゃくれ
たものになりました。――あ
る冬の日、こな雪がさかんに
舞いくるっているなかで、カ
イは大きな虫目がねをもっ
て、そとにでました。そして
青いうわぎのすそをひろげ
て、そのうえにふってくる雪
をうけました。

His games, too, were quite different; they were not
so childish. One winter’s day, when it snowed, he
brought out a burning-glass, then he held out the
tail of his blue coat, and let the snow-flakes fall
upon it.
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「さあ、この目がねのところ
からのぞいてごらん、ゲルダ
ちゃん。」と、カイはいいま
した。なるほど、雪のひとひ
らが、ずっと大きく見えて、
みごとにひらいた花か、六角
の星のようで、それはまった
くうつくしいものでありまし
た。

“Look in this glass, Gerda,” said he; and she saw
how every flake of snow was magnified, and looked
like a beau�ful flower or a gli�ering star.

「ほら、ずいぶんたくみにで
きているだろう。ほんとうの
花なんか見るよりも、ずっと
おもしろいよ。かけたところ
なんか、ひとつだってないも
のね。きちんと形をくずさず
にいるのだよ。ただとけさえ
しなければね。」と、カイは
いいました。

“Is it not clever?” said Kay, “and much more
interes�ng than looking at real flowers. There is not
a single fault in it, and the snow-flakes are quite
perfect �ll they begin to melt.”

そののちまもなく、カイはあ
つい手ぶくろをはめて、そり
をかついで、やってきまし
た。そしてゲルダにむかっ
て、
「ぼく、ほかのこどもたちの
あそんでいる、ひろばのほう
へいってもいいと、いわれた
のだよ。」と、ささやくと、
そのままいってしまいまし
た。

Soon a�er Kay made his appearance in large thick
gloves, and with his sledge at his back. He called up
stairs to Gerda, “I’ve got to leave to go into the
great square, where the other boys play and ride.”
And away he went.
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雪の女王

その大きなひろばでは、こど
もたちのなかでも、あつかま
しいのが、そりを、おひゃく
しょうたちの馬車の、うしろ
にいわえつけて、じょうずに
馬車といっしょにすべってい
ました。これは、なかなかお
もしろいことでした。

In the great square, the boldest among the boys
would o�en �e their sledges to the country
people’s carts, and go with them a good way. This
was capital.

こんなことで、こどもたちた
れも、むちゅうになってあそ
んでいると、そこへ、いちだ
い、大きなそりがやってきま
した。それは、まっ白にぬっ
てあって、なかにたれだか、
そまつな白い毛皮けがわにく
るまって、白いそまつなぼう
しをかぶった人がのっていま
した。そのそりは二回ばか
り、ひろばをぐるぐるまわり
ました。そこでカイは、さっ
そくそれに、じぶんのちいさ
なそりを、しばりつけて、い
っしょにすべっていきまし
た。

But while they were all amusing themselves, and
Kay with them, a great sledge came by; it was
painted white, and in it sat some one wrapped in a
rough white fur, and wearing a white cap. The
sledge drove twice round the square, and Kay
fastened his own li�le sledge to it, so that when it
went away, he followed with it.
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The Snow Queen

その大そりは、だんだんはや
くすべって、やがて、つぎの
大通を、まっすぐに、はしっ
ていきました。そりをはしら
せていた人は、くるりとふり
かえって、まるでよくカイを
しっているように、なれなれ
しいようすで、うなずきまし
たので、カイはついそりをと
くのをやめてしまいました。
こんなぐあいにして、とうと
うそりは町の門のそとに、で
てしまいました。

It went faster and faster right through the next
street, and then the person who drove turned
round and nodded pleasantly to Kay, just as if they
were acquainted with each other, but whenever
Kay wished to loosen his li�le sledge the driver
nodded again, so Kay sat s�ll, and they drove out
through the town gate.

そのとき、雪が、ひどくふっ
てきたので、カイはじぶんの
手のさきもみることができま
せんでした。それでもかまわ
ず、そりははしっていきまし
た。カイはあせって、しきり
とつなをうごかして、その大
そりからはなれようとしまし
たが、小そりはしっかりと大
そりにしばりつけられてい
て、どうにもなりませんでし
た。ただもう、大そりにひっ
ぱられて、風のようにとんで
いきました。

Then the snow began to fall so heavily that the li�le
boy could not see a hand’s breadth before him, but
s�ll they drove on; then he suddenly loosened the
cord so that the large sled might go on without
him, but it was of no use, his li�le carriage held
fast, and away they went like the wind.
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雪の女王

カイは大声をあげて、すくい
をもとめましたが、たれの耳
にも、きこえませんでした。
雪はぶっつけるようにふりし
きりました。そりは前へ前へ
と、とんでいきました。とき
どき、そりがとびあがるの
は、生いけがきや、おほりの
上を、とびこすのでしょう
か、

Then he called out loudly, but nobody heard him,
while the snow beat upon him, and the sledge flew
onwards. Every now and then it gave a jump as if it
were going over hedges and ditches.

カイはまったくふるえあがっ
てしまいました。主のおいの
りをしようと思っても、あた
まにうかんでくるのは、かけ
ざんの九九ばかりでした。

The boy was frightened, and tried to say a prayer,
but he could remember nothing but the
mul�plica�on table.

こな雪のかたまりは、だんだ
ん大きくなって、しまいに
は、大きな白いにわとりのよ
うになりました。ふとその雪
のにわとりが、両がわにとび
たちました。とたんに、大そ
りはとまりました。そりをは
しらせていた人が、たちあが
ったのを見ると、毛皮のがい
とうもぼうしも、すっかり雪
でできていました。それはす
らりと、背の高い、目のくら
むようにまっ白な女の人でし
た。それが雪の女王だったの
です。

The snow-flakes became larger and larger, �ll they
appeared like great white chickens. All at once they
sprang on one side, the great sledge stopped, and
the person who had driven it rose up. The fur and
the cap, which were made en�rely of snow, fell off,
and he saw a lady, tall and white, it was the Snow
Queen.

26

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 27/139



The Snow Queen

「ずいぶんよくはしったわ
ね。」と、雪の女王はいいま
した。「あら、あんた、ふる
えているのね。わたしのくま
の毛皮におはいり。」
　こういいながら女王は、カ
イをじぶんのそりにいれて、
かたわらにすわらせ、カイの
からだに、その毛皮をかけて
やりました。するとカイは、
まるで雪のふきつもったなか
に、うずめられたように感じ
ました。

“We have driven well,” said she, “but why do you
tremble? here, creep into my warm fur.” Then she
seated him beside her in the sledge, and as she
wrapped the fur round him he felt as if he were
sinking into a snow dri�.

「まださむいの。」と、女王
はたずねました。それからカ
イのひたいに、ほおをつけま
した。

“Are you s�ll cold,” she asked, as she kissed him on
the forehead.
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雪の女王

まあ、それは、氷よりももっ
とつめたい感じでした。そし
て、もう半分氷のかたまりに
なりかけていた、カイのしん
ぞうに、じいんとしみわたり
ました。カイはこのまま死ん
でしまうのではないかと、お
もいました。――けれど、そ
れもほんのわずかのあいだ
で、やがてカイは、すっか
り、きもちがよくなって、も
う身のまわりのさむさなど、
いっこう気にならなくなりま
した。

The kiss was colder than ice; it went quite through
to his heart, which was already almost a lump of
ice; he felt as if he were going to die, but only for a
moment; he soon seemed quite well again, and did
not no�ce the cold around him.

「ぼくのそりは――ぼくのそ
りを、わすれちゃいけな
い。」
　カイがまず第一におもいだ
したのは、じぶんのそりのこ
とでありました。そのそり
は、白いにわとりのうちの一
わに、しっかりとむすびつけ
られました。このにわとり
は、そりをせなかにのせて、
カイのうしろでとんでいまし
た。

“My sledge! don’t forget my sledge,” was his first
thought, and then he looked and saw that it was
bound fast to one of the white chickens, which flew
behind him with the sledge at its back.
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雪の女王は、またもういち
ど、カイにほおずりしまし
た。それで、カイは、もう、
かわいらしいゲルダのこと
も、おばあさまのことも、う
ちのことも、なにもかも、す
っかりわすれてしまいまし
た。

The Snow Queen kissed li�le Kay again, and by this
�me he had forgo�en li�le Gerda, his grandmother,
and all at home.

「さあ、もうほおずりはやめ
ましょうね。」と、雪の女王
はいいました。「このうえす
ると、お前を死なせてしまう
かもしれないからね。」

“Now you must have no more kisses,” she said, “or I
should kiss you to death.”

カイは女王をみあげました。
まあそのうつくしいこととい
ったら。カイは、これだけか
しこそうなりっぱな顔がほか
にあろうとは、どうしたって
おもえませんでした。いつか
窓のところにきて、手まねき
してみせたときとちがって、
もうこの女王が、氷でできて
いるとは、おもえなくなりま
した。

Kay looked at her, and saw that she was so
beau�ful, he could not imagine a more lovely and
intelligent face; she did not now seem to be made
of ice, as when he had seen her through his
window, and she had nodded to him.
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雪の女王

カイの目には、女王は、申し
ぶんなくかんぜんで、おそろ
しいなどとは、感じなくなり
ました。それでうちとけて、
じぶんは分数ぶんすうまで
も、あんざんで、できること
や、じぶんの国が、いく平方
マイルあって、どのくらいの
人口があるか、しっているこ
とまで、話しました。女王
は、しじゅう、にこにこし
て、それをきいていました。
それが、なんだ、しっている
ことは、それっぱかしかと、
いわれたようにおもって、あ
らためて、ひろいひろい大空
をあおぎました。すると、女
王はカイをつれて、たかくと
びました。高い黒雲の上まで
も、とんで行きました。あら
しはざあざあ、ひゅうひゅ
う、ふきすさんで、昔の歌で
もうたっているようでした。

In his eyes she was perfect, and he did not feel at
all afraid. He told her he could do mental
arithme�c, as far as frac�ons, and that he knew the
number of square miles and the number of
inhabitants in the country. And she always smiled
so that he thought he did not know enough yet,
and she looked round the vast expanse as she flew
higher and higher with him upon a black cloud,
while the storm blew and howled as if it were
singing old songs.
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女王とカイは、森や、湖や、
海や、陸の上を、とんで行き
ました。下のほうでは、つめ
たい風がごうごううなって、
おおかみのむれがほえたり、
雪がしゃっしゃっときしった
りして、その上に、まっくろ
なからすがカアカアないてと
んでいました。しかし、はる
か上のほうには、お月さま
が、大きくこうこうと、照っ
ていました。このお月さま
を、ながいながい冬の夜じゅ
う、カイはながめてあかしま
した。ひるになると、カイは
女王の足もとでねむりまし
た。

They flew over woods and lakes, over sea and land;
below them roared the wild wind; the wolves
howled and the snow crackled; over them flew the
black screaming crows, and above all shone the
moon, clear and bright,—and so Kay passed
through the long winter’s night, and by day he slept
at the feet of the Snow Queen.

第三のお話。魔法の使える
⼥の花ぞの

Third Story: The Flower
Garden of the Woman Who

Could Conjure

ところで、カイが、あれなり
かえってこなかったとき、あ
の女の子のゲルダは、どうし
たでしょう。

But how fared li�le Gerda during Kay’s absence?
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雪の女王

カイはまあどうしたのか、た
れもしりませんでした。なん
の手がかりもえられませんで
した。こどもたちの話でわか
ったのは、カイがよその大き
なそりに、じぶんのそりをむ
すびつけて、町をはしりまわ
って、町の門からそとへでて
いったということだけでし
た。

What had become of him, no one knew, nor could
any one give the slightest informa�on, excep�ng
the boys, who said that he had �ed his sledge to
another very large one, which had driven through
the street, and out at the town gate.

さて、それからカイがどんな
ことになってしまったか、た
れもしっているものはありま
せんでした。いくにんもの人
のなみだが、この子のため
に、そそがれました。そし
て、あのゲルダは、そのうち
でも、ひとり、もうながいあ
いだ、むねのやぶれるほどに
なきました。――みんなのう
わさでは、カイは町のすぐそ
ばを流れている川におちて、
おぼれてしまったのだろうと
いうことでした。ああ、まっ
たくながいながい、いんきな
冬でした。

Nobody knew where it went; many tears were shed
for him, and li�le Gerda wept bi�erly for a long
�me. She said she knew he must be dead; that he
was drowned in the river which flowed close by the
school. Oh, indeed those long winter days were
very dreary.

いま、春はまた、あたたかい
お日さまの光とつれだってや
ってきました。

But at last spring came, with warm sunshine.
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The Snow Queen

「カイちゃんは死んでしまっ
たのよ。」と、ゲルダはいい
ました。

“Kay is dead and gone,” said li�le Gerda.

「わたしはそうおもわない
ね。」と、お日さまがいいま
した。

“I don’t believe it,” said the sunshine.

「カイちゃんは死んでしまっ
たのよ。」と、ゲルダはつば
めにいいました。

“He is dead and gone,” she said to the sparrows.

「わたしはそうおもいませ
ん。」と、つばめたちはこた
えました。そこで、おしまい
に、ゲルダは、じぶんでも、
カイは死んだのではないと、
おもうようになりました。

“We don’t believe it,” they replied; and at last li�le
Gerda began to doubt it herself.

「あたし、あたらしい赤いく
つをおろすわ。あれはカイち
ゃんのまだみなかったくつ
よ。あれをはいて川へおりて
いって、カイちゃんのことを
きいてみましょう。」と、ゲ
ルダは、ある朝いいました。

“I will put on my new red shoes,” she said one
morning, “those that Kay has never seen, and then I
will go down to the river, and ask for him.”

で、朝はやかったので、ゲル
ダはまだねむっていたおばあ
さまに、せっぷんして、赤い
くつをはき、たったひとりぼ
っちで、町の門を出て、川の
ほうへあるいていきました。

It was quite early when she kissed her old
grandmother, who was s�ll asleep; then she put on
her red shoes, and went quite alone out of the
town gates toward the river.
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雪の女王

「川さん、あなたが、わたし
のすきなおともだちを、とっ
ていってしまったというの
は、ほんとうなの。この赤い
くつをあげるわ。そのかわ
り、カイちゃんをかえして
ね。」

“Is it true that you have taken my li�le playmate
away from me?” said she to the river. “I will give
you my red shoes if you will give him back to me.”

すると川の水が、よしよしと
いうように、みょうに波だっ
てみえたので、ゲルダはじぶ
んのもっているもののなかで
いちばんすきだった、赤いく
つをぬいで、ふたつとも、川
のなかになげこみました。と
ころが、くつは岸の近くにお
ちたので、さざ波がすぐ、ゲ
ルダの立っているところへ、
くつをはこんできてしまいま
した。まるで川は、ゲルダか
ら、いちばんだいじなものを
もらうことをのぞんでいない
ように見えました。なぜな
ら、川はカイをかくしてはい
なかったからです。

And it seemed as if the waves nodded to her in a
strange manner. Then she took off her red shoes,
which she liked be�er than anything else, and
threw them both into the river, but they fell near
the bank, and the li�le waves carried them back to
the land, just as if the river would not take from her
what she loved best, because they could not give
her back li�le Kay.
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けれど、ゲルダは、くつをも
っととおくのほうへなげない
からいけなかったのだとおも
いました。そこで、あしのし
げみにうかんでいた小舟にの
りました。そして舟のいちば
んはしへいって、そこからく
つをなげこみました。でも、
小舟はしっかりと岸にもやっ
てなかったので、くつをなげ
るので動かしたひょうしに、
岸からすべり出してしまいま
した。

But she thought the shoes had not been thrown
out far enough. Then she crept into a boat that lay
among the reeds, and threw the shoes again from
the farther end of the boat into the water, but it
was not fastened. And her movement sent it gliding
away from the land.

それに気がついて、ゲルダ
は、いそいでひっかえそうと
しましたが、小舟のこちらの
はしまでこないうちに、舟は
二三尺にさんじゃくも岸から
はなれて、そのままで、どん
どんはやく流れていきまし
た。

When she saw this she hastened to reach the end
of the boat, but before she could so it was more
than a yard from the bank, and dri�ing away faster
than ever.

35

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 36/139



雪の女王

そこで、ゲルダは、たいそう
びっくりして、なきだしまし
たが、すずめのほかは、たれ
もその声をきくものはありま
せんでした。すずめには、ゲ
ルダをつれかえる力はありま
せんでした。でも、すずめた
ちは、岸にそってとびなが
ら、ゲルダをなぐさめるよう
に、「だいじょうぶ、ぼくた
ちがいます。」と、なきまし
た。

Then li�le Gerda was very much frightened, and
began to cry, but no one heard her except the
sparrows, and they could not carry her to land, but
they flew along by the shore, and sang, as if to
comfort her, “Here we are! Here we are!”

小舟は、ずんずん流れにはこ
ばれていきました。ゲルダ
は、足にくつしたをはいただ
けで、じっと舟のなかにすわ
ったままでいました。ちいさ
な赤いくつは、うしろのほう
で、ふわふわういていました
が、小舟においつくことはで
きませんでした。小舟のほう
が、くつよりも、もっとはや
くながれていったからです。

The boat floated with the stream; li�le Gerda sat
quite s�ll with only her stockings on her feet; the
red shoes floated a�er her, but she could not reach
them because the boat kept so much in advance.

36

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 37/139



The Snow Queen

岸は、うつくしいけしきでし
た。きれいな花がさいていた
り、古い木が立っていたり、
ところどころ、なだらかな土
手どてには、ひつじやめうし
が、あそんでいました。で
も、にんげんの姿は見えませ
んでした。

The banks on each side of the river were very
pre�y. There were beau�ful flowers, old trees,
sloping fields, in which cows and sheep were
grazing, but not a man to be seen.

「ことによると、この川は、
わたしを、カイちゃんのとこ
ろへ、つれていってくれるの
かもしれないわ。」と、ゲル
ダはかんがえました。
　それで、だんだんげんきが
でてきたので、立ちあがっ
て、ながいあいだ、両方の青
あおとうつくしい岸をながめ
ていました。

Perhaps the river will carry me to li�le Kay, thought
Gerda, and then she became more cheerful, and
raised her head, and looked at the beau�ful green
banks; and so the boat sailed on for hours.

それからゲルダは、大きなさ
くらんぼばたけのところにき
ました。そのはたけの中に
は、ふうがわりな、青や赤の
窓のついた、一けんのちいさ
な家がたっていました。その
家はかやぶきで、おもてに
は、舟で通りすぎる人たちの
ほうにむいて、木製もくせい
のふたりのへいたいが、銃剣
じゅうけん肩に立っていまし
た。

At length she came to a large cherry orchard, in
which stood a small red house with strange red and
blue windows. It had also a thatched roof, and
outside were two wooden soldiers, that presented
arms to her as she sailed past.
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ゲルダは、それをほんとうの
へいたいかとおもって、こえ
をかけました。しかし、いう
までもなくそのへいたいは、
なんのこたえもしませんでし
た。ゲルダはすぐそのそばま
できました。波が小舟を岸の
ほうにはこんだからです。

Gerda called out to them, for she thought they
were alive, but of course they did not answer. And
as the boat dri�ed nearer to the shore, she saw
what they really were.

ゲルダはもっと大きなこえ
で、よびかけてみました。す
ると、その家のなかから、撞
木杖しゅもくづえにすがっ
た、たいそう年とったおばあ
さんが出てきました。おばあ
さんは、目のさめるようにき
れいな花をかいた、大きな夏
ぼうしをかぶっていました。

Then Gerda called s�ll louder, and there came a
very old woman out of the house, leaning on a
crutch. She wore a large hat to shade her from the
sun, and on it were painted all sorts of pre�y
flowers.

「やれやれ、かわいそうに。
どうしておまえさんは、そん
なに大きな波のたつ上を、こ
んなとおいところまで流れて
きたのだね。」と、おばあさ
んはいいました。
　それからおばあさんは、ざ
ぶりざぶり水の中にはいっ
て、撞木杖で小舟をおさえ
て、それを陸おかのほうへひ
っぱってきて、ゲルダをだき
おろしました。

“You poor li�le child,” said the old woman, “how
did you manage to come all this distance into the
wide world on such a rapid rolling stream?” And
then the old woman walked in the water, seized the
boat with her crutch, drew it to land, and li�ed
Gerda out.
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ゲルダはまた陸にあがること
のできたのをうれしいとおも
いました。でも、このみなれ
ないおばあさんは、すこし、
こわいようでした。

And Gerda was glad to feel herself on dry ground,
although she was rather afraid of the strange old
woman.

「さあ、おまえさん、名まえ
をなんというのだか、またど
うして、ここへやってきたの
だか、話してごらん。」と、
おばあさんはいいました。

“Come and tell me who you are,” said she, “and
how came you here.”

そこでゲルダは、なにもか
も、おばあさんに話しまし
た。おばあさんはうなずきな
がら、「ふん、ふん。」と、
いいました。ゲルダは、すっ
かり話してしまってから、お
ばあさんがカイをみかけなか
ったかどうか、たずねます
と、おばあさんは、カイはま
だここを通らないが、いずれ
そのうち、ここを通るかもし
れない。まあ、そう、くよく
よおもわないで、花をながめ
たり、さくらんぼをたべたり
しておいで。花はどんな絵本
のよりも、ずっときれいだ
し、その花びらの一まい、一
まいが、ながいお話をしてく
れるだろうからといいまし
た。

Then Gerda told her everything, while the old
woman shook her head, and said, “Hem-hem;” and
when she had finished, Gerda asked if she had not
seen li�le Kay, and the old woman told her he had
not passed by that way, but he very likely would
come. So she told Gerda not to be sorrowful, but to
taste the cherries and look at the flowers; they
were be�er than any picture-book, for each of
them could tell a story.
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それからおばあさんは、ゲル
ダの手をとって、じぶんのち
いさな家へつれていって、中
から戸にかぎをかけました。

Then she took Gerda by the hand and led her into
the li�le house, and the old woman closed the
door.

その家の窓は、たいそう高く
て、赤いのや、青いのや、黄
いろの窓ガラスだったので、
お日さまの光はおもしろい色
にかわって、きれいに、へや
のなかにさしこみました。つ
くえの上には、とてもおいし
いさくらんぼがおいてありま
した。そしてゲルダは、いく
らたべてもいいという、おゆ
るしがでたものですから、お
もうぞんぶんそれをたべまし
た。

The windows were very high, and as the panes
were red, blue, and yellow, the daylight shone
through them in all sorts of singular colors. On the
table stood beau�ful cherries, and Gerda had
permission to eat as many as she would.

ゲルダがさくらんぼをたべて
いるあいだに、おばあさん
が、金のくしで、ゲルダのか
みの毛をすきました。そこ
で、ゲルダのかみの毛は、ば
らの花のような、まるっこく
て、かわいらしい顔のまわり
で、金色にちりちりまいて、
光っていました。

While she was ea�ng them the old woman combed
out her long flaxen ringlets with a golden comb,
and the glossy curls hung down on each side of the
li�le round pleasant face, which looked fresh and
blooming as a rose.
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「わたしは長いあいだ、おま
えのような、かわいらしい女
の子がほしいとおもっていた
のだよ。さあこれから、わた
したちといっしょに、なかよ
くくらそうね。」と、おばあ
さんはいいました。

“I have long been wishing for a dear li�le maiden
like you,” said the old woman, “and now you must
stay with me, and see how happily we shall live
together.”

そしておばあさんが、ゲルダ
のかみの毛にくしをいれてや
っているうちに、ゲルダはだ
んだん、なかよしのカイのこ
となどはわすれてしまいまし
た。というのは、このおばあ
さんは魔法まほうが使えるか
らでした。けれども、おばあ
さんは、わるい魔女まじょで
はありませんでした。おばあ
さんはじぶんのたのしみに、
ほんのすこし魔法を使うだけ
で、こんども、それをつかっ
たのは、ゲルダをじぶんの手
もとにおきたいためでした。

And while she went on combing li�le Gerda’s hair,
she thought less and less about her adopted
brother Kay, for the old woman could conjure,
although she was not a wicked witch; she conjured
only a li�le for her own amusement, and now,
because she wanted to keep Gerda.

41

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 42/139



雪の女王

そこで、おばあさんは、庭へ
出て、そこのばらの木にむか
って、かたっぱしから撞木杖
をあてました。すると、いま
までうつくしく、さきほこっ
ていたばらの木も、みんな、
黒い土の中にしずんでしまっ
たので、もうたれの目にも、
どこにいままでばらの木があ
ったか、わからなくなりまし
た。

Therefore she went into the garden, and stretched
out her crutch towards all the rose-trees, beau�ful
though they were; and they immediately sunk into
the dark earth, so that no one could tell where they
had once stood.

おばあさんは、ゲルダがばら
を見て、自分の家のばらのこ
とをかんがえ、カイのことを
おもいだして、ここからにげ
ていってしまうといけないと
おもったのです。

The old woman was afraid that if li�le Gerda saw
roses she would think of those at home, and then
remember li�le Kay, and run away.

さて、ゲルダは花ぞのにあん
ないされました。――そこ
は、まあなんという、いい香
りがあふれていて、目のさめ
るように、きれいなところで
したろう。花という花は、こ
ぼれるようにさいていまし
た。そこでは、一ねんじゅう
花がさいていました。どんな
絵本の花だって、これよりう
つくしく、これよりにぎやか
な色にさいてはいませんでし
た。

Then she took Gerda into the flower-garden. How
fragrant and beau�ful it was! Every flower that
could be thought of for every season of the year
was here in full bloom; no picture-book could have
more beau�ful colors.
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ゲルダはおどりあがってよろ
こびました。そして夕日が、
高いさくらの木のむこうには
いってしまうまで、あそびま
した。それからゲルダは、青
いすみれの花がいっぱいつま
った、赤い絹のクションのあ
る、きれいなベッドの上で、
結婚式の日の女王さまのよう
な、すばらしい夢をむすびま
した。

Gerda jumped for joy, and played �ll the sun went
down behind the tall cherry-trees; then she slept in
an elegant bed with red silk pillows, embroidered
with colored violets; and then she dreamed as
pleasantly as a queen on her wedding day.

そのあくる日、ゲルダは、ま
た、あたたかいお日さまのひ
かりをあびて、花たちとあそ
びました。こんなふうにし
て、いく日もいく日もたちま
した。

The next day, and for many days a�er, Gerda played
with the flowers in the warm sunshine.

ゲルダは花ぞのの花をのこら
ずしりました。そのくせ、花
ぞのの花は、かずこそずいぶ
んたくさんありましたけれ
ど、ゲルダにとっては、どう
もまだなにか、ひといろたり
ないようにおもわれました。
でも、それがなんの花である
か、わかりませんでした。

She knew every flower, and yet, although there
were so many of them, it seemed as if one were
missing, but which it was she could not tell.
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するうちある日、ゲルダはな
にげなくすわって、花をかい
たおばあさんの夏ぼうしを、
ながめていましたが、その花
のうちで、いちばんうつくし
いのは、ばらの花でした。

One day, however, as she sat looking at the old
woman’s hat with the painted flowers on it, she
saw that the pre�est of them all was a rose.

おばあさんは、ほかのばらの
花をみんな見えないように、
かくしたくせに、じぶんのぼ
うしにかいたばらの花を、け
すことを、ついわすれていた
のでした。

The old woman had forgo�en to take it from her
hat when she made all the roses sink into the earth.

まあ手ぬかりということは、
たれにでもあるものです。

But it is difficult to keep the thoughts together in
everything; one li�le mistake upsets all our
arrangements.
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「あら、ここのお庭には、ば
らがないわ。」と、ゲルダは
さけびました。
　それから、ゲルダは、花ぞ
のを、いくどもいくども、さ
がしまわりましたけれども、
ばらの花は、ひとつもみつか
りませんでした。そこで、ゲ
ルダは、花ぞのにすわってな
きました。ところが、なみだ
が、ちょうどばらがうずめら
れた場所の上におちました。
あたたかいなみだが、しっと
りと土をしめらすと、ばらの
木は、みるみるしずまない前
とおなじように、花をいっぱ
いつけて、地の上にあらわれ
てきました。ゲルダはそれを
だいて、せっぷんしました。
そして、じぶんのうちのばら
をおもいだし、それといっし
ょに、カイのこともおもいだ
しました。

“What, are there no roses here?” cried Gerda; and
she ran out into the garden, and examined all the
beds, and searched and searched. There was not
one to be found. Then she sat down and wept, and
her tears fell just on the place where one of the
rose-trees had sunk down. The warm tears
moistened the earth, and the rose-tree sprouted up
at once, as blooming as when it had sunk. And
Gerda embraced it and kissed the roses, and
thought of the beau�ful roses at home, and, with
them, of li�le Kay.
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「まあ、あたし、どうして、
こんなところにひきとめられ
ていたのかしら。」と、ゲル
ダはいいました。「あたし、
カイちゃんをさがさなくては
ならなかったのだわ――カイ
ちゃん、どこにいるか、しら
なくって。あなたは、カイち
ゃんが死んだとおもって。」
と、ゲルダは、ばらにききま
した。

“Oh, how I have been detained!” said the li�le
maiden, “I wanted to seek for li�le Kay. Do you
know where he is?” she asked the roses; “do you
think he is dead?”

「カイちゃんは死にはしませ
んよ。わたしどもは、いまま
で地のなかにいました。そこ
には死んだ人はみないました
が、でも、カイちゃんはみえ
ませんでしたよ。」と、ばら
の花がこたえました。

And the roses answered, “No, he is not dead. We
have been in the ground where all the dead lie; but
Kay is not there.”

「ありがとう。」と、ゲルダ
はいって、ほかの花のところ
へいって、ひとつひとつ、う
てなのなかをのぞきながらた
ずねました。「カイちゃんは
どこにいるか、しらなくっ
て。」

“Thank you,” said li�le Gerda, and then she went to
the other flowers, and looked into their li�le cups,
and asked, “Do you know where li�le Kay is?”
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でも、どの花も、日なたぼっ
こしながら、じぶんたちのつ
くったお話や、おとぎばなし
のことばかりかんがえていま
した。ゲルダはいろいろと花
にきいてみましたが、どの花
もカイのことについては、い
っこうにしりませんでした。

But each flower, as it stood in the sunshine,
dreamed only of its own li�le fairy tale of history.
Not one knew anything of Kay. Gerda heard many
stories from the flowers, as she asked them one
a�er another about him.

ところで、おにゆりは、なん
といったでしょう。

And what, said the �ger-lily?
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「あなたには、たいこの音
が、ドンドンというのがきこ
えますか。あれには、ふたつ
の音しかないのです。だから
ドンドンといつでもやってい
るのです。女たちがうたう、
とむらいのうたをおききなさ
い。また、坊ぼうさんのあげ
る、おいのりをおききなさ
い。――インド人じんのやも
めは、火葬かそうのたきぎの
つまれた上に、ながい赤いマ
ントをまとって立っていま
す。焔ほのおがその女と、死
んだ夫おっとのしかばねのま
わりにたちのぼります。でも
インドの女は、ぐるりにあつ
まった人たちのなかの、生き
ているひとりの男のことをか
んがえているのです。その男
の目は焔よりもあつくもえ、
その男のやくような目つき
は、やがて、女のからだをや
きつくして灰にする焔などよ
りも、もっとはげしく、女の
心の中で、もえていたので
す。心の焔は、火あぶりのた
きぎのなかで、もえつきるも
のでしょうか。」

“Hark, do you hear the drum?— ‘turn, turn,’—there
are only two notes, always, ‘turn, turn.’ Listen to
the women’s song of mourning! Hear the cry of the
priest! In her long red robe stands the Hindoo
widow by the funeral pile. The flames rise around
her as she places herself on the dead body of her
husband; but the Hindoo woman is thinking of the
living one in that circle; of him, her son, who
lighted those flames. Those shining eyes trouble
her heart more painfully than the flames which will
soon consume her body to ashes. Can the fire of
the heart be ex�nguished in the flames of the
funeral pile?”
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「なんのことだか、まるでわ
からないわ。」と、ゲルダが
こたえました。

“I don’t understand that at all,” said li�le Gerda.

「わたしの話はそれだけ
さ。」と、おにゆりはいいま
した。

“That is my story,” said the �ger-lily.

ひるがおは、どんなお話をし
たでしょう。

What, says the convolvulus?

「せまい山道のむこうに、昔
のさむらいのお城がぼんやり
みえます。くずれかかった、
赤い石がきのうえには、つた
がふかくおいしげって、ろだ
いのほうへ、ひと葉ひと葉、
はいあがっています。ろだい
の上には、うつくしいおとめ
が、らんかんによりかかっ
て、おうらいをみおろしてい
ます。どんなばらの花でも、
そのおとめほど、みずみずと
は枝にさきだしません。どん
なりんごの花でも、こんなに
かるがるとしたふうに、木か
ら風がはこんでくることはあ
りません。まあ、おとめのう
つくしい絹の着物のさらさら
なること。
　あの人はまだこないのかし
ら。」

“Near yonder narrow road stands an old knight’s
castle; thick ivy creeps over the old ruined walls,
leaf over leaf, even to the balcony, in which stands
a beau�ful maiden. She bends over the
balustrades, and looks up the road. No rose on its
stem is fresher than she; no apple-blossom, wa�ed
by the wind, floats more lightly than she moves.
Her rich silk rustles as she bends over and exclaims,
‘Will he not come?’
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「あの人というのは、カイち
ゃんのことなの。」と、ゲル
ダがたずねました。

“Is it Kay you mean?” asked Gerda.

「わたしは、ただ、わたしの
お話をしただけ。わたしの夢
をね。」と、ひるがおはこた
えました。

“I am only speaking of a story of my dream,” replied
the flower.

かわいい、まつゆきそうは、
どんなお話をしたでしょう。

What, said the li�le snow-drop?

「木と木のあいだに、つなで
つるした長い板がさがってい
ます。ぶらんこなの。雪のよ
うに白い着物を着て、ぼうし
には、ながい、緑色の絹のリ
ボンをまいた、ふたりのかわ
いらしい女の子が、それにの
ってゆられています。

“Between two trees a rope is hanging; there is a
piece of board upon it; it is a swing. Two pre�y li�le
girls, in dresses white as snow, and with long green
ribbons flu�ering from their hats, are si�ng upon it
swinging.

50

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 51/139



The Snow Queen

この女の子たちよりも、大き
い男きょうだいが、そのぶら
んこに立ってのっています。
男の子は、かた手にちいさな
お皿をもってるし、かた手に
は土製のパイプをにぎってい
るので、からだをささえるた
めに、つなにうでをまきつけ
ています。男の子はシャボン
だまをふいているのです。ぶ
らんこがゆれて、シャボンだ
まは、いろんなうつくしい色
にかわりながらとんで行きま
す。

Their brother who is taller than they are, stands in
the swing; he has one arm round the rope, to
steady himself; in one hand he holds a li�le bowl,
and in the other a clay pipe; he is blowing bubbles.
As the swing goes on, the bubbles fly upward,
reflec�ng the most beau�ful varying colors.

いちばんおしまいのシャボン
だまは、風にゆられながら、
まだパイプのところについて
います。ぶらんこはとぶよう
にゆれています。あら、シャ
ボンだまのように身のかるい
黒犬があと足で立って、のせ
てもらおうとしています。ぶ
らんこはゆれる、黒犬はひっ
くりかえって、ほえている
わ。からかわれて、おこって
いるのね。シャボンだまはは
じけます。――ゆれるぶらん
こ。われてこわれるシャボン
だま。――これがわたしの歌
なんです。」

The last s�ll hangs from the bowl of the pipe, and
sways in the wind. On goes the swing; and then a
li�le black dog comes running up. He is almost as
light as the bubble, and he raises himself on his
hind legs, and wants to be taken into the swing; but
it does not stop, and the dog falls; then he barks
and gets angry. The children stoop towards him,
and the bubble bursts. A swinging plank, a light
sparkling foam picture,—that is my story.”
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「あなたのお話は、とてもお
もしろそうね。けれどあなた
は、かなしそうに話している
のね。それからあなたは、カ
イちゃんのことは、なんにも
話してくれないのね。」
　ヒヤシンスの花は、どんな
お話をしたでしょう。

“It may be all very pre�y what you are telling me,”
said li�le Gerda, “but you speak so mournfully, and
you do not men�on li�le Kay at all.”
What do the hyacinths say?

「あるところに、三人の、す
きとおるようにうつくしい、
きれいな姉いもうとがおりま
した。なかでいちばん上のむ
すめの着物は赤く、二ばん目
のは水色で、三ばん目のはま
っ白でした。きょうだいたち
は、手をとりあって、さえた
月の光の中で、静かな湖みず
うみのふちにでて、おどりを
おどります。三人とも妖女よ
うじょではなくて、にんげん
でした。

“There were three beau�ful sisters, fair and
delicate. The dress of one was red, of the second
blue, and of the third pure white. Hand in hand
they danced in the bright moonlight, by the calm
lake; but they were human beings, not fairy elves.
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そのあたりには、なんとなく
あまい、いいにおいがしてい
ました。むすめたちは森のな
かにきえました。あまい、い
いにおいが、いっそうつよく
なりました。すると、その三
人のうつくしいむすめをいれ
た三つのひつぎが、森のしげ
みから、すうっとあらわれて
きて、湖のむこうへわたって
いきました。つちぼたるが、
そのぐるりを、空に舞まって
いるちいさなともしびのよう
に、ぴかりぴかりしていまし
た。

The sweet fragrance a�racted them, and they
disappeared in the wood; here the fragrance
became stronger. Three coffins, in which lay the
three beau�ful maidens, glided from the thickest
part of the forest across the lake. The fire-flies flew
lightly over them, like li�le floa�ng torches.

おどりくるっていた三人のむ
すめたちは、ねむったのでし
ょうか。死んだのでしょう
か。――花のにおいはいいま
した。あれはなきがらです。
ゆうべの鐘かねがなくなった
ひとたちをとむらいます。」

Do the dancing maidens sleep, or are they dead?
The scent of the flower says that they are corpses.
The evening bell tolls their knell.”
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「ずいぶんかなしいお話ね。
あなたの、そのつよいにおい
をかぐと、あたし死んだその
むすめさんたちのことを、お
もいださずにはいられません
わ。ああ、カイちゃんは、ほ
んとうに死んでしまったのか
しら。地のなかにはいってい
たばらの花は、カイちゃんは
死んではいないといってるけ
れど。」

“You make me quite sorrowful,” said li�le Gerda;
“your perfume is so strong, you make me think of
the dead maidens. Ah! is li�le Kay really dead then?
The roses have been in the earth, and they say no.”

「チリン、カラン。」と、ヒ
ヤシンスのすずがなりまし
た。「わたしはカイちゃんの
ために、なっているのではあ
りません。カイちゃんなんて
人は、わたしたち、すこしも
しりませんもの。わたしたち
は、ただ自分のしっているた
ったひとつの歌を、うたって
いるだけです。」

“Cling, clang,” tolled the hyacinth bells. “We are not
tolling for li�le Kay; we do not know him. We sing
our song, the only one we know.”

それから、ゲルダは、緑の葉
のあいだから、あかるくさい
ている、たんぽぽのところへ
いきました。

Then Gerda went to the bu�ercups that were
gli�ering amongst the bright green leaves.
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「あなたはまるで、ちいさ
な、あかるいお日さまね。ど
こにわたしのおともだちがい
るか、しっていたらおしえて
くださいな。」と、ゲルダは
いいました。

“You are li�le bright suns,” said Gerda; “tell me if
you know where I can find my play-fellow.”

そこで、たんぽぽは、よけい
あかるくひかりながら、ゲル
ダのほうへむきました。どん
な歌を、その花がうたったで
しょう。その歌も、カイのこ
とではありませんでした。

And the bu�ercups sparkled gayly, and looked
again at Gerda. What song could the bu�ercups
sing? It was not about Kay.

「ちいさな、なか庭には、春
のいちばんはじめの日、うら
らかなお日さまが、あたたか
に照っていました。お日さま
の光は、おとなりの家の、ま
っ白なかべの上から下へ、す
べりおちていました。そのそ
ばに、春いちばんはじめにさ
く、黄色い花が、かがやく光
の中に、金のようにさいてい
ました。

“The bright warm sun shone on a li�le court, on
the first warm day of spring. His bright beams
rested on the white walls of the neighboring house;
and close by bloomed the first yellow flower of the
season, gli�ering like gold in the sun’s warm ray.
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おばあさんは、いすをそとに
だして、こしをかけていまし
た。おばあさんの孫の、かわ
いそうな女中ぼうこうをして
いるうつくしい女の子が、お
ばあさんにあうために、わず
かなおひまをもらって、うち
へかえってきました。女の子
はおばあさんにせっぷんしま
した。このめぐみおおいせっ
ぷんには金きんが、こころの
金きんがありました。その口
にも金、そのふむ土にも金、
そのあさのひとときにも金が
ありました。

An old woman sat in her arm chair at the house
door, and her granddaughter, a poor and pre�y
servant-maid came to see her for a short visit.
When she kissed her grandmother there was gold
everywhere: the gold of the heart in that holy kiss;
it was a golden morning; there was gold in the
beaming sunlight, gold in the leaves of the lowly
flower, and on the lips of the maiden.

これがわたしのつまらないお
話です。」と、たんぽぽがい
いました。

There, that is my story,” said the bu�ercup.
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「まあ、わたしのおばあさま
は、どうしていらっしゃるか
しら。」と、ゲルダはためい
きをつきました。「そうよ。
きっとおばあさまは、わたし
にあいたがって、かなしがっ
ていらっしゃるわ。カイちゃ
んのいなくなったとおなじよ
うに、しんぱいしていらっし
ゃるわ。けれど、わたし、じ
きにカイちゃんをつれて、う
ちにかえれるでしょう。――
もう花たちにいくらたずねて
みたってしかたがない。花た
ち、ただ、自分の歌をうたう
だけで、なんにもこたえてく
れないのだもの。」

“My poor old grandmother!” sighed Gerda; “she is
longing to see me, and grieving for me as she did
for li�le Kay; but I shall soon go home now, and
take li�le Kay with me. It is no use asking the
flowers; they know only their own songs, and can
give me no informa�on.”
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そこでゲルダは、はやくかけ
られるように、着物をきりり
とたくしあげました。けれ
ど、黄きずいせんを、ゲルダ
がとびこえようとしたとき、
それに足がひっかかりまし
た。そこでゲルダはたちどま
って、その黄色い、背の高い
花にむかってたずねました。
「あんた、カイちゃんのこ
と、なんかしっているの。」
　そしてゲルダは、こごん
で、その花の話すことをきき
ました。その花はなんといっ
たでしょう。

And then she tucked up her li�le dress, that she
might run faster, but the narcissus caught her by
the leg as she was jumping over it; so she stopped
and looked at the tall yellow flower, and said,
“Perhaps you may know something.” Then she
stooped down quite close to the flower, and
listened; and what did he say?

「わたし、じぶんがみられる
のよ。じぶんがわかるの
よ。」と、黄ずいせんはいい
ました。「ああ、ああ、なん
てわたしはいいにおいがする
んだろう。屋根うらのちいさ
なへやに、半はだかの、ちい
さなおどりこが立っていま
す。おどりこはかた足で立っ
たり、両足で立ったりして、
まるで世界中をふみつけるよ
うに見えます。でも、これは
ほんの目のまよいです。

“I can see myself, I can see myself,” said the
narcissus. “Oh, how sweet is my perfume! Up in a
li�le room with a bow window, stands a li�le
dancing girl, half undressed; she stands some�mes
on one leg, and some�mes on both, and looks as if
she would tread the whole world under her feet.
She is nothing but a delusion.
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おどりこは、ちいさな布ぬの
に、湯わかしから湯をそそぎ
ます。これはコルセットで
す。――そうです。そうで
す、せいけつがなによりで
す。白い上着うわぎも、くぎ
にかけてあります。それもま
た、湯わかしの湯であらっ
て、屋根でかわかしたものな
のです。

She is pouring water out of a tea-pot on a piece of
stuff which she holds in her hand; it is her bodice.
‘Cleanliness is a good thing,’ she says. Her white
dress hangs on a peg; it has also been washed in
the tea-pot, and dried on the roof.

おどりこは、その上着をつけ
て、サフラン色のハンケチを
くびにまきました。ですか
ら、上着はよけい白くみえま
した。ほら、足をあげた。ど
う、まるでじくの上に立っ
て、うんとふんばった姿は。
わたし、じぶんが見えるの。
じぶんがわかるの。」

She puts it on, and �es a saffron-colored
handkerchief round her neck, which makes the
dress look whiter. See how she stretches out her
legs, as if she were showing off on a stem. I can see
myself, I can see myself.”

「なにもそんな話、わたしに
しなくてもいいじゃないの。
そんなこと、どうだって、か
まわないわ。」と、ゲルダは
いいました。
　それでゲルダは、庭のむこ
うのはしまでかけて行きまし
た。

“What do I care for all that,” said Gerda, “you need
not tell me such stuff.” And then she ran to the
other end of the garden.

59

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 60/139



雪の女王

その戸はしまっていました
が、ゲルダがそのさびついた
とってを、どんとおしたの
で、はずれて戸はぱんとひら
きました。ゲルダはひろい世
界に、はだしのままでとびだ
しました。

The door was fastened, but she pressed against the
rusty latch, and it gave way. The door sprang open,
and li�le Gerda ran out with bare feet into the wide
world.

ゲルダは、三度どもあとをふ
りかえってみましたが、たれ
もおっかけてくるものはあり
ませんでした。とうとうゲル
ダは、もうとてもはしること
ができなくなったので、大き
な石の上にこしをおろしまし
た。そこらをみまわします
と、夏はすぎて、秋がふかく
なっていました。お日さまが
年中かがやいて、四季しきの
花がたえずさいていた、あの
うつくしい花ぞのでは、そん
なことはわかりませんでし
た。

She looked back three �mes, but no one seemed to
be following her. At last she could run no longer, so
she sat down to rest on a great stone, and when
she looked round she saw that the summer was
over, and autumn very far advanced. She had
known nothing of this in the beau�ful garden,
where the sun shone and the flowers grew all the
year round.

「ああ、どうしましょう。あ
たし、こんなにおくれてしま
って。」と、ゲルダはいいま
した。「もうとうに秋になっ
ているのね。さあ、ゆっくり
してはいられないわ。」

“Oh, how I have wasted my �me?” said li�le Gerda;
“it is autumn. I must not rest any longer,” and she
rose up to go on.
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そしてゲルダは立ちあがっ
て、ずんずんあるきだしまし
た。まあ、ゲルダのかよわい
足は、どんなにいたむし、そ
して、つかれていたことでし
ょう。どこも冬がれて、わび
しいけしきでした。ながいや
なぎの葉は、すっかり黄ばん
で、きりが雨しずくのように
枝からたれていました。た
だ、とげのある、こけももだ
けは、まだ実みをむすんでい
ましたが、こけももはすっぱ
くて、くちがまがるようでし
た。

But her li�le feet were wounded and sore, and
everything around her looked so cold and bleak.
The long willow-leaves were quite yellow. The dew-
drops fell like water, leaf a�er leaf dropped from
the trees, the sloe-thorn alone s�ll bore fruit, but
the sloes were sour, and set the teeth on edge.

ああ、なんてこのひろびろし
た世界は灰色で、うすぐらく
みえたことでしょう。

Oh, how dark and weary the whole world
appeared!

61

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 62/139



雪の女王

第四のお話。王⼦と王⼥ Fourth Story: The Prince and
Princess

ゲルダは、またも、やすまな
ければなりませんでした。ゲ
ルダがやすんでいた場所の、
ちょうどむこうの雪の上で、
一わの大きなからすが、ぴょ
んぴょんやっていました。こ
のからすは、しばらくじっと
したなりゲルダをみつめて、
あたまをふっていましたが、
やがてこういいました。
「カア、カア、こんちは。こ
んちは。」

“Gerda was obliged to rest again, and just opposite
the place where she sat, she saw a great crow come
hopping across the snow toward her. He stood
looking at her for some �me, and then he wagged
his head and said, “Caw, caw; good-day, good-day.”

からすは、これよりよくは、
なにもいうことができません
でしたが、でも、ゲルダをな
つかしくおもっていて、この
ひろい世界で、たったひとり
ぼっち、どこへいくのだとい
って、たずねました。

He pronounced the words as plainly as he could,
because he meant to be kind to the li�le girl; and
then he asked her where she was going all alone in
the wide world.
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この「ひとりぼっち。」とい
うことばを、ゲルダはよくあ
じわって、しみじみそのこと
ばに、ふかいいみのこもって
いることをおもいました。ゲ
ルダはそこでからすに、じぶ
んの身の上のことをすっかり
話してきかせた上、どうかし
てカイをみなかったか、たず
ねました。

The word alone Gerda understood very well, and
knew how much it expressed. So then she told the
crow the whole story of her life and adventures,
and asked him if he had seen li�le Kay.

するとからすは、ひどくまじ
めにかんがえこんで、こうい
いました。
「あれかもしれない。あれか
もしれない。」

The crow nodded his head very gravely, and said,
“Perhaps I have—it may be.”

「え、しってて。」と、ゲル
ダは大きなこえでいって、か
らすをらんぼうに、それこそ
いきのとまるほどせっぷんし
ました。

“No! Do you think you have?” cried li�le Gerda,
and she kissed the crow, and hugged him almost to
death with joy.

「おてやわらかに、おてやわ
らかに。」と、からすはいい
ました。「どうも、カイちゃ
んをしっているような気がし
ます。たぶん、あれがカイち
ゃんだろうとおもいますよ。
けれど、カイちゃんは、王女
さまのところにいて、あなた
のことなどは、きっとわすれ
ていますよ。」

“Gently, gently,” said the crow. “I believe I know. I
think it may be li�le Kay; but he has certainly
forgo�en you by this �me for the princess.”
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「カイちゃんは、王女さまの
ところにいるんですって。」
と、ゲルダはききました。

“Does he live with a princess?” asked Gerda.

「そうです。まあ、おききな
さい。」と、からすはいいま
した。「どうも、わたしにす
ると、にんげんのことばで話
すのは、たいそうなほねおり
です。あなたにからすのこと
ばがわかると、ずっとうまく
話せるのだがなあ。」

“Yes, listen,” replied the crow, “but it is so difficult
to speak your language. If you understand the
crows’ language1 then I can explain it be�er. Do
you?”

「まあ、あたし、ならったこ
とがなかったわ。」と、ゲル
ダはいいました。「でも、う
ちのおばあさまは、おできに
なるのよ。あたし、ならって
おけばよかった。」

“No, I have never learnt it,” said Gerda, “but my
grandmother understands it, and used to speak it
to me. I wish I had learnt it.”

「かまいませんよ。」と、か
らすはいいました。「まあ、
できるだけしてみますから。
うまくいけばいいが。」
それからからすは、しってい
ることを、話しました。

“It does not ma�er,” answered the crow; “I will
explain as well as I can, although it will be very
badly done;” and he told her what he had heard.
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「わたしたちがいまいる国に
は、たいそうかしこい王女さ
まがおいでなるのです。なに
しろ世界中のしんぶんをのこ
らず読んで、のこらずまたわ
すれてしまいます。まあそん
なわけで、たいそうりこうな
かたなのです。

“In this kingdom where we now are,” said he,
“there lives a princess, who is so wonderfully clever
that she has read all the newspapers in the world,
and forgo�en them too, although she is so clever.

さて、このあいだ、王女さま
は玉座ぎょくざにおすわりに
なりました。玉座というもの
は、せけんでいうほどたのし
いものではありません。そこ
で王女さまは、くちずさみに
歌をうたいだしました。その
歌は『なぜに、わたしは、む
ことらぬ』といった歌でし
た。

A short �me ago, as she was si�ng on her throne,
which people say is not such an agreeable seat as is
o�en supposed, she began to sing a song which
commences in these words:
‘Why should I not be married?’

そこで、『なるほど、それも
もっともだわ。』と、いうわ
けで、王女さまはけっこんし
ようとおもいたちました。で
も夫おっとにするなら、もの
をたずねても、すぐとこたえ
るようなのがほしいとおもい
ました。だって、ただそこに
つっ立って、ようすぶってい
るだけでは、じきにたいくつ
してしまいますからね。

‘Why not indeed?’ said she, and so she determined
to marry if she could find a husband who knew
what to say when he was spoken to, and not one
who could only look grand, for that was so
�resome.
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そこで、王女さまは、女官じ
ょかんたち、のこらずおめし
になって、このもくろみをお
話しになりました。女官たち
は、たいそうおもしろくおも
いまして、
『それはよいおもいつきでご
ざいます。わたくしどもも、
ついさきごろ、それとおなじ
ことをかんがえついたしだい
です。』などと申しました。
「わたしのいっていること
は、ごく、ほんとうのことな
のですよ。」と、からすはい
って、「わたしには、やさし
いいいなずけがあって、その
王女さまのお城に、自由にと
んでいける、それがわたしに
すっかり話してくれたので
す。」と、いいそえました。

Then she assembled all her court ladies together at
the beat of the drum, and when they heard of her
inten�ons they were very much pleased. ‘We are so
glad to hear it,’ said they, ‘we were talking about it
ourselves the other day.’ You may believe that
every word I tell you is true,” said the crow, “for I
have a tame sweetheart who goes freely about the
palace, and she told me all this.”

いうまでもなく、その、いい
なずけというのはからすでし
た。というのは、にたものど
うしで、からすはやはり、か
らすなかまであつまります。

Of course his sweetheart was a crow, for “birds of a
feather flock together,” and one crow always
chooses another crow.
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ハートと、王女さまのかしら
もじでふちどったしんぶん
が、さっそく、はっこうされ
ました。それには、ようすの
りっぱな、わかい男は、たれ
でもお城にきて、王女さまと
話すことができる。そしてお
城へきても、じぶんのうちに
いるように、気やすく、じょ
うずに話した人を、王女は夫
としてえらぶであろうという
ことがかいてありました。

“Newspapers were published immediately, with a
border of hearts, and the ini�als of the princess
among them. They gave no�ce that every young
man who was handsome was free to visit the castle
and speak with the princess; and those who could
reply loud enough to be heard when spoken to,
were to make themselves quite at home at the
palace; but the one who spoke best would be
chosen as a husband for the princess.

「そうです。そうです。あな
たはわたしをだいじょうぶ信
じてください。この話は、わ
たしがここにこうしてすわっ
ているのとどうよう、ほんと
うの話なのですから。」と、
からすはいいました。
「わかい男の人たちは、むれ
をつくって、やってきまし
た。そしてたいそう町はこん
ざつして、たくさんの人が、
あっちへいったり、こっちへ
きたり、いそがしそうにかけ
ずりまわっていました。でも
はじめの日も、つぎの日も、
ひとりだってうまくやったも
のはありません。

Yes, yes, you may believe me, it is all as true as I sit
here,” said the crow. “The people came in crowds.
There was a great deal of crushing and running
about, but no one succeeded either on the first or
second day.
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みんなは、お城のそとでこ
そ、よくしゃべりましたが、
いちどお城の門をはいって、
銀ずくめのへいたいをみた
り、かいだんをのぼって、金
ぴかのせいふくをつけたお役
人に出あって、あかるい大広
間にはいると、とたんにぽう
っとなってしまいました。そ
して、いよいよ王女さまのお
いでになる玉座の前に出たと
きには、たれも王女さまにい
われたことばのしりを、おう
むがえしにくりかえすほかあ
りませんでした。王女さまと
すれば、なにもじぶんのいっ
たことばを、もういちどいっ
てもらってもしかたがないで
しょう。

They could all speak very well while they were
outside in the streets, but when they entered the
palace gates, and saw the guards in silver uniforms,
and the footmen in their golden livery on the
staircase, and the great halls lighted up, they
became quite confused. And when they stood
before the throne on which the princess sat, they
could do nothing but repeat the last words she had
said; and she had no par�cular wish to hear her
own words over again.

ところが、だれも、ごてんの
なかにはいると、かぎたばこ
でものまされたように、ふら
ふらで、おうらいへでてき
て、やっとわれにかえって、
くちがきけるようになる。

It was just as if they had all taken something to
make them sleepy while they were in the palace,
for they did not recover themselves nor speak �ll
they got back again into the street.
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なにしろ町の門から、お城の
門まで、わかいひとたちが、
れつをつくってならんでいま
した。わたしはそれをじぶん
で見てきましたよ。」と、か
らすが、ねんをおしていいま
した。「みんなは自分のばん
が、なかなかまわってこない
ので、おなかがすいたり、の
どがかわいたりしましたが、
ごてんの中では、なまぬるい
水いっぱいくれませんでし
た。

There was quite a long line of them reaching from
the town-gate to the palace. I went myself to see
them,” said the crow. “They were hungry and
thirsty, for at the palace they did not get even a
glass of water.

なかで気のきいたせんせいた
ちが、バタパンご持参で、や
ってきていましたが、それを
そばの人にわけようとはしま
せんでした。このれんじゅう
の気では――こいつら、たん
とひもじそうな顔をしている
がいい。おかげで王女さま
も、ごさいようになるまいか
ら――というのでしょう。」

Some of the wisest had taken a few slices of bread
and bu�er with them, but they did not share it with
their neighbors; they thought if they went in to the
princess looking hungry, there would be a be�er
chance for themselves.”

「でも、カイちゃんはどうし
たのです。いつカイちゃんは
やってきたのです。」と、ゲ
ルダはたずねました。「カイ
ちゃんは、その人たちのなか
まにいたのですか。」

“But Kay! tell me about li�le Kay!” said Gerda, “was
he amongst the crowd?”
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「まあまあ、おまちなさい。
これから、そろそろ、カイち
ゃんのことになるのです。と
ころで、その三日目に、馬に
も、馬車にものらないちいさ
な男の子が、たのしそうにお
城のほうへ、あるいていきま
した。その人の目は、あなた
の目のようにかがやいて、り
っぱな、長いかみの毛をもっ
ていましたが、着物はぼろぼ
ろにきれていました。」

“Stop a bit, we are just coming to him. It was on the
third day, there came marching cheerfully along to
the palace a li�le personage, without horses or
carriage, his eyes sparkling like yours; he had
beau�ful long hair, but his clothes were very poor.”

「それがカイちゃんなのね。
ああ、それでは、とうとう、
あたし、カイちゃんをみつけ
たわ。」と、ゲルダはうれし
そうにさけんで、手をたたき
ました。

“That was Kay!” said Gerda joyfully. “Oh, then I
have found him;” and she clapped her hands.

「その子は、せなかに、ちい
さなはいのうをしょっていま
した。」と、からすがいいま
した。

“He had a li�le knapsack on his back,” added the
crow.

「いいえ、きっと、それは、
そりよ。」と、ゲルダはいい
ました。「カイちゃんは、そ
りといっしょに見えなくなっ
てしまったのですもの。」

“No, it must have been his sledge,” said Gerda; “for
he went away with it.”
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「なるほど、そうかもしれま
せん。」と、からすはいいま
した。「なにしろ、ちょっと
見ただけですから。しかし、
それは、みんなわたしのやさ
しいいいなずけからきいたの
です。それから、その子はお
城の門をはいって、銀の軍服
ぐんぷくのへいたいをみなが
ら、だんをのぼって、金ぴか
のせいふくのお役人の前にで
ましたが、すこしもまごつき
ませんでした。それどころ
か、へいきでえしゃくして、

“It may have been so,” said the crow; “I did not look
at it very closely. But I know from my tame
sweetheart that he passed through the palace
gates, saw the guards in their silver uniform, and
the servants in their liveries of gold on the stairs,
but he was not in the least embarrassed.

『かいだんの上に立っている
のは、さぞたいくつでしょう
ね。ではごめんこうむって、
わたしは広間にはいらせても
らいましょう。』

‘It must be very �resome to stand on the stairs,’ he
said. ‘I prefer to go in.’
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と、いいました。広間にはあ
かりがいっぱいついて、枢密
顧問官すうみつこもんかん
や、身分の高い人たちが、は
だしで金の器うつわをはこん
であるいていました。そんな
中で、たれだって、いやでも
おごそかなきもちになるでし
ょう。ところへ、その子のな
がぐつは、やけにやかましく
ギュウ、ギュウなるのです
が、いっこうにへいきでし
た。」

The rooms were blazing with light. Councillors and
ambassadors walked about with bare feet, carrying
golden vessels; it was enough to make any one feel
serious. His boots creaked loudly as he walked, and
yet he was not at all uneasy.”

「きっとカイちゃんよ。」
と、ゲルダがさけびました。
「だって、あたらしい長ぐつ
をはいていましたもの。わた
し、そのくつがギュウ、ギュ
ウいうのを、おばあさまのへ
やできいたわ。」

“It must be Kay,” said Gerda, “I know he had new
boots on, I have heard them creak in
grandmother’s room.”
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「そう、ほんとうにギュウ、
ギュウってなりましたよ。」
と、からすはまた話しはじめ
ました。 「さて、その子
は、つかつかと、糸車ほどの
大きなしんじゅに、こしをか
けている、王女さまのご前ぜ
んに進みました。王女さまの
ぐるりをとりまいて、女官た
ちがおつきを、そのおつきが
またおつきを、したがえ、侍
従じじゅうがけらいの、また
そのけらいをしたがえ、それ
がまた、めいめい小姓こしょ
うをひきつれて立っていまし
た。しかも、とびらの近くに
立っているものほど、いばっ
ているように見えました。

“They really did creak,” said the crow, “yet he went
boldly up to the princess herself, who was si�ng on
a pearl as large as a spinning wheel, and all the
ladies of the court were present with their maids,
and all the cavaliers with their servants; and each
of the maids had another maid to wait upon her,
and the cavaliers’ servants had their own servants,
as well as a page each. They all stood in circles
round the princess, and the nearer they stood to
the door, the prouder they looked.

しじゅう、うわぐつであるき
まわっていた、けらいのけら
いの小姓なんか、とてもあお
むいて顔が見られないくらい
でした。とにかく、戸ぐちの
ところでいばりかえっている
ふうは、ちょっと見ものでし
た。」

The servants’ pages, who always wore slippers,
could hardly be looked at, they held themselves up
so proudly by the door.”
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「まあ、ずいぶんこわいこ
と。それでもカイちゃんは、
王女さまとけっこんしたので
すか。」と、ゲルダはいいま
した。

“It must be quite awful,” said li�le Gerda, “but did
Kay win the princess?”

「もし、わたしがからすでな
かったなら、いまのいいなず
けをすてても、王女さまとけ
っこんしたかもしれません。
人のうわさによりますと、そ
の人は、わたしがからすのこ
とばを話すときとどうよう、
じょうずに話したということ
でした。わたしは、そのこと
を、わたしのいいなずけから
きいたのです。

“If I had not been a crow,” said he, “I would have
married her myself, although I am engaged. He
spoke just as well as I do, when I speak the crows’
language, so I heard from my tame sweetheart.

どうして、なかなかようすの
いい、げんきな子でした。そ
れも王女さまとけっこんする
ためにきたのではなくて、た
だ、王女さまがどのくらいか
しこいか知ろうとおもってや
ってきたのですが、それで王
女さまがすきになり、王女さ
まもまたその子がすきになっ
たというわけです。」

He was quite free and agreeable and said he had
not come to woo the princess, but to hear her
wisdom; and he was as pleased with her as she was
with him.”
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「そう、いよいよ、そのひ
と、カイちゃんにちがいない
わ。カイちゃんは、そりゃり
こうで、分数まであんざんで
やれますもの――ああ、わた
しを、そのお城へつれていっ
てくださらないこと。」と、
ゲルダはいいました。

“Oh, certainly that was Kay,” said Gerda, “he was so
clever; he could work mental arithme�c and
frac�ons. Oh, will you take me to the palace?”

「さあ、くちでいうのはたや
すいが、どうしたら、それが
できるか、むずかしいです
よ。」と、からすはいいまし
た。「ところで、まあ、それ
をどうするか、まあ、わたし
のいいなずけにそうだんして
みましょう。きっと、いいち
えをかしてくれるかもしれま
せん。なにしろ、あなたのよ
うな、ちいさな娘さんが、お
城の中にはいることは、ゆる
されていないのですから
ね。」

“It is very easy to ask that,” replied the crow, “but
how are we to manage it? However, I will speak
about it to my tame sweetheart, and ask her
advice; for I must tell you it will be very difficult to
gain permission for a li�le girl like you to enter the
palace.”

「いいえ、そのおゆるしなら
もらえてよ。」と、ゲルダが
こたえました。「カイちゃん
は、わたしがきたときけば、
すぐに出てきて、わたしをい
れてくれるでしょう。」

“Oh, yes; but I shall gain permission easily,” said
Gerda, “for when Kay hears that I am here, he will
come out and fetch me in immediately.”
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「むこうのかきねのところ
で、まっていらっしゃい。」
と、からすはいって、あたま
をふりふりとんでいってしま
いました。

“Wait for me here by the palings,” said the crow,
wagging his head as he flew away.

そのからすがかえってきたと
きには、晩もだいぶくらくな
っていました。
「すてき、すてき。」と、か
らすはいいました。「いいな
ずけが、あなたによろしくと
のことでしたよ。さあ、ここ
に、すこしばかりパンをもっ
てきてあげました。さぞ、お
なかがすいたでしょう。いい
なずけが、だいどころからも
ってきたのです。そこにはた
くさんまだあるのです。

It was late in the evening before the crow returned.
“Caw, caw,” he said, “she sends you gree�ng, and
here is a li�le roll which she took from the kitchen
for you; there is plenty of bread there, and she
thinks you must be hungry.
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――どうも、お城へはいるこ
とは、できそうもありません
よ。なぜといって、あなたは
くつをはいていませんから、
銀の軍服のへいたいや、金ぴ
かのせいふくのお役人たち
が、ゆるしてくれないでしょ
うからね、だがそれで泣いて
はいけない。きっと、つれて
行けるくふうはしますよ。わ
たしのいいなずけは、王女さ
まのねまに通じている、ほそ
い、うらばしごをしっていま
すし、そのかぎのあるところ
もしっているのですから
ね。」

It is not possible for you to enter the palace by the
front entrance. The guards in silver uniform and the
servants in gold livery would not allow it. But do
not cry, we will manage to get you in; my
sweetheart knows a li�le back-staircase that leads
to the sleeping apartments, and she knows where
to find the key.”

そこで、からすとゲルダと
は、お庭をぬけて、木の葉が
あとからあとからと、ちって
くる並木道なみきみちを通り
ました。そして、お城のあか
りが、じゅんじゅんにきえて
しまったとき、からすはすこ
しあいているうらの戸口へ、
ゲルダをつれていきました。

Then they went into the garden through the great
avenue, where the leaves were falling one a�er
another, and they could see the light in the palace
being put out in the same manner. And the crow
led li�le Gerda to the back door, which stood ajar.
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まあ、ゲルダのむねは、こわ
かったり、うれしかったり
で、なんてどきどきしたこと
でしょう。まるでゲルダは、
なにかわるいことでもしてい
るような気がしました。けれ
ど、ゲルダはその人が、カイ
ちゃんであるかどうかをしり
たい、いっしんなのです。

Oh! how li�le Gerda’s heart beat with anxiety and
longing; it was just as if she were going to do
something wrong, and yet she only wanted to know
where li�le Kay was.

そうです。それはきっと、カ
イちゃんにちがいありませ
ん。ゲルダは、しみじみとカ
イちゃんのりこうそうな目つ
きや、長いかみの毛をおもい
だしていました。そして、ふ
たりがうちにいて、ばらの花
のあいだにすわってあそんだ
とき、カイちゃんがわらった
とおりの笑顔えがおが、目に
うかびました。

“It must be he,” she thought, “with those clear
eyes, and that long hair.” She could fancy she saw
him smiling at her, as he used to at home, when
they sat among the roses.

そこで、カイちゃんにあっ
て、ながいながい道中をして
自分をさがしにやってきたこ
とをきき、あれなりかえらな
いので、どんなにみんなが、
かなしんでいるかしったな
ら、こうしてきてくれたこと
を、どんなによろこぶでしょ
う。

He would certainly be glad to see her, and to hear
what a long distance she had come for his sake, and
to know how sorry they had been at home because
he did not come back.
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まあ、そうおもうと、うれし
いし、しんぱいでした。

Oh what joy and yet fear she felt!

さて、からすとゲルダとは、
かいだんの上にのぼりまし
た。ちいさなランプが、たな
の上についていました。そし
て、ゆか板のまん中のところ
には、飼いならされた女がら
すが、じっとゲルダを見て立
っていました。ゲルダはおば
あさまからおそわったよう
に、ていねいにおじぎしまし
た。

They were now on the stairs, and in a small closet
at the top a lamp was burning. In the middle of the
floor stood the tame crow, turning her head from
side to side, and gazing at Gerda, who curtseyed as
her grandmother had taught her to do.

「かわいいおじょうさん。わ
たしのいいなずけは、あなた
のことを、たいそうほめてお
りました。」と、そのやさし
いからすがいいました。「あ
なたの、そのごけいれきとや
らもうしますのは、ずいぶん
おきのどくなのですね。さ
あ、ランプをおもちくださ
い。ごあんないしますわ。こ
のところをまっすぐにまいり
ましょう。もうだれにもあい
ませんから。」

“My betrothed has spoken so very highly of you,
my li�le lady,” said the tame crow, “your life-
history, Vita, as it may be called, is very touching. If
you will take the lamp I will walk before you. We
will go straight along this way, then we shall meet
no one.”
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「だれか、わたしたちのあと
から、ついてくるような気が
することね。」と、なにかが
そばをきゅうに通ったとき
に、ゲルダはいいました。そ
れは、たてがみをふりみだし
て、ほっそりとした足をもっ
ている馬だの、それから、か
りうどだの、馬にのったりっ
ぱな男の人や、女の人だの
の、それがみんなかべにうつ
ったかげのように見えまし
た。

“It seems to me as if somebody were behind us,”
said Gerda, as something rushed by her like a
shadow on the wall, and then horses with flying
manes and thin legs, hunters, ladies and gentlemen
on horseback, glided by her, like shadows on the
wall.

「あれは、ほんの夢なのです
わ。」と、からすがいいまし
た。「あれらは、それぞれの
ご主人たちのこころを、りょ
うにさそいだそうとしてくる
のです。つごうのいいこと
に、あなたは、ねどこの中で
あのひとたちのお休みのとこ
ろがよくみられます。そこ
で、どうか、あなたがりっぱ
な身分におなりになったのち
も、せわになったおれいは、
おわすれなくね。」

“They are only dreams,” said the crow, “they are
coming to fetch the thoughts of the great people
out hun�ng.” “All the be�er, for we shall be able to
look at them in their beds more safely. I hope that
when you rise to honor and favor, you will show a
grateful heart.”

「それはいうまでもないこと
だろうよ。」と、森のからす
がいいました。

“You may be quite sure of that,” said the crow from
the forest.

80

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 81/139



The Snow Queen

さて、からすとゲルダとは、
一ばんはじめの広間にはいっ
ていきました。そこのかべに
は、花でかざった、ばら色の
しゅすが、上から下まで、は
りつめられていました。そし
て、ここにもりょうにさそう
さっきの夢は、もうとんで来
ていましたが、あまりはやく
うごきすぎて、ゲルダはえら
い殿とのさまや貴婦人きふじ
ん方を、こんどはみることが
できませんでした。

They now came into the first hall, the walls of
which were hung with rose-colored sa�n,
embroidered with ar�ficial flowers. Here the
dreams again fli�ed by them but so quickly that
Gerda could not dis�nguish the royal persons.

ひろまから、ひろまへ行くほ
ど、みどとにできていまし
た。ただもうあまりのうつく
しさに、まごつくばかりでし
たが、そのうち、とうとうね
ままではいっていきました。

Each hall appeared more splendid than the last, it
was enought to bewilder any one. At length they
reached a bedroom.

そこのてんじょうは、高価な
ガラスの葉をひろげた、大き
なしゅろの木のかたちになっ
ていました。そして、へやの
まんなかには、ふたつのベッ
ドが、木のじくにあたる金の
ふとい柱につりさがってい
て、ふたつとも、ゆりの花の
ようにみえました。

The ceiling was like a great palm-tree, with glass
leaves of the most costly crystal, and over the
centre of the floor two beds, each resembling a lily,
hung from a stem of gold.

81

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 82/139



雪の女王

そのベッドはひとつは白く
て、それには王女がねむって
いました。もうひとつのは赤
くて、そこにねむっている人
こそ、ゲルダのさがすカイち
ゃんでなくてはならないので
す。ゲルダは赤い花びらをひ
とひら、そっとどけると、そ
こに日やけしたくびすじが見
えました。――ああ、それは
カイちゃんでした。

One, in which the princess lay, was white, the other
was red; and in this Gerda had to seek for li�le Kay.
She pushed one of the red leaves aside, and saw a
li�le brown neck. Oh, that must be Kay!

――ゲルダは、カイちゃんの
名をこえ高くよびました。ラ
ンプをカイちゃんのほうへさ
しだしました。……夢がまた
馬にのって、さわがしくその
へやの中へ、はいってきまし
た。……その人は目をさまし
て、顔をこちらにむけまし
た。ところが、それはカイち
ゃんではなかったのです。

She called his name out quite loud, and held the
lamp over him. The dreams rushed back into the
room on horseback. He woke, and turned his head
round, it was not li�le Kay!
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いまは王子となったその人
は、ただ、くびすじのところ
が、カイちゃんににていただ
けでした。でもその王子はわ
かくて、うつくしい顔をして
いました。王女は白いゆりの
花ともみえるベッドから、目
をぱちくりやって見あげなが
ら、たれがそこにきたのか
と、おたずねになりました。
そこでゲルダは泣いて、いま
までのことや、からすがいろ
いろにつくしてくれたことな
どを、のこらず王子に話しま
した。

The prince was only like him in the neck, s�ll he
was young and pre�y. Then the princess peeped
out of her white-lily bed, and asked what was the
ma�er. Then li�le Gerda wept and told her story,
and all that the crows had done to help her.

「それは、まあ、かわいそう
に。」と、王子と王女とがい
いました。そして、からすを
おほめになり、じぶんたちは
けっして、からすがしたこと
をおこりはしないが、二どと
こんなことをしてくれるな、
とおっしゃいました。それで
も、からすたちは、ごほうび
をいただくことになりまし
た。

“You poor child,” said the prince and princess; then
they praised the crows, and said they were not
angry for what they had done, but that it must not
happen again, and this �me they should be
rewarded.
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「おまえたちは、すきかって
に、そとをとびまわっている
ほうがいいかい。」と、王女
はたずねました。「それと
も、宮中おかかえのからすと
して、台所のおあまりは、な
んでもたべることができる
し、そういうふうにして、い
つまでもごてんにいたいとお
もうかい。」

“Would you like to have your freedom?” asked the
princess, “or would you prefer to be raised to the
posi�on of court crows, with all that is le� in the
kitchen for yourselves?”

そこで、二わのからすはおじ
ぎをして、自分たちが、とし
をとってからのことをかんが
えると、やはりごてんにおい
ていただきたいと、ねがいま
した。そして、
「だれしもいっていますよう
に、さきへいってこまらない
ように、したいものでござい
ます。」と、いいました。

Then both the crows bowed, and begged to have a
fixed appointment, for they thought of their old
age, and said it would be so comfortable to feel
that they had provision for their old days, as they
called it.

王子はそのとき、ベッドから
出て、ゲルダをそれにねか
せ、じぶんは、それなりねよ
うとはしませんでした。

And then the prince got out of his bed, and gave it
up to Gerda,—he could do no more; and she lay
down.

ゲルダはちいさな手をくん
で、「まあ、なんといういい
人や、いいからすたちだろ
う。」と、おもいました。そ
れから、目をつぶって、すや
すやねむりました。

She folded her li�le hands, and thought, “How
good everyone is to me, men and animals too;”
then she closed her eyes and fell into a sweet sleep.
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すると、また夢がやってき
て、こんどは天使のような人
たちが、一だいのそりをひい
てきました。その上には、カ
イちゃんが手まねきしていま
した。けれども、それはただ
の夢だったので、目をさます
と、さっそくきえてしまいま
した。

All the dreams came flying back again to her, and
they looked like angels, and one of them drew a
li�le sledge, on which sat Kay, and nodded to her.
But all this was only a dream, and vanished as soon
as she awoke.
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あくる日になると、ゲルダは
あたまから、足のさきまで、
絹やびろうどの着物でつつま
れました。そしてこのままお
城にとどまっていて、たのし
くくらすようにとすすめられ
ました。でも、ゲルダはた
だ、ちいさな馬車と、それを
ひくうまと、ちいさな一そく
の長ぐつがいただきとうござ
いますと、いいました。それ
でもういちど、ひろい世界
へ、カイちゃんをさがしに出
ていきたいのです。

The following day she was dressed from head to
foot in silk and velvet, and they invited her to stay
at the palace for a few days, and enjoy herself, but
she only begged for a pair of boots, and a li�le
carriage, and a horse to draw it, so that she might
go into the wide world to seek for Kay.

さて、ゲルダは長ぐつばかり
でなく、マッフまでもらっ
て、さっぱりと旅のしたくが
できました。いよいよでかけ
ようというときに、げんかん
には、じゅん金のあたらしい
馬車が一だいとまりました。
王子と王女の紋章もんしょう
が、星のようにひかってつい
ていました。ぎょしゃや、べ
っとうや、おさきばらいが
――そうです、おさきばらい
までが――金の冠かんむりを
かぶってならんでいました。

And she obtained, not only boots, but also a muff,
and she was neatly dressed; and when she was
ready to go, there, at the door, she found a coach
made of pure gold, with the coat-of-arms of the
prince and princess shining upon it like a star, and
the coachman, footman, and outriders all wearing
golden crowns on their heads.
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王子と王女は、ごじぶんで、
ゲルダをたすけて馬車にのら
せ、ぶじにいってくるように
おっしゃいました。

The prince and princess themselves helped her into
the coach, and wished her success.

もういまはけっこんをすませ
た森のからすも、三マイルさ
きまで、みおくりについてき
ました。このからすは、うし
ろむきにのっていられないと
いうので、ゲルダのそばにす
わっていました。めすのほう
のからすは、羽根をばたばた
やりながら、門のところにと
まっていました。おくってい
かないわけは、あれからずっ
とごてんづとめで、たくさん
にたべものをいただくせい
か、ひどく頭痛ずつうがして
いたからです。

The forest crow, who was now married,
accompanied her for the first three miles; he sat by
Gerda’s side, as he could not bear riding backwards.
The tame crow stood in the door-way flapping her
wings. She could not go with them, because she
had been suffering from headache ever since the
new appointment, no doubt from ea�ng too much.

その馬車のうちがわは、さと
うビスケットでできていて、
こしをかけるところは、くだ
ものや、くるみのはいったし
ょうがパンでできていまし
た。

The coach was well stored with sweet cakes, and
under the seat were fruit and gingerbread nuts.
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「さよなら、さよなら。」
と、王子と王女がさけびまし
た。するとゲルダは泣きだし
ました。――からすもまた泣
きました。――さて、馬車が
三マイル先のところまできた
とき、こんどはからすが、さ
よならをいいました。この上
ないかなしいわかれでした。

“Farewell, farewell,” cried the prince and princess,
and li�le Gerda wept, and the crow wept; and
then, a�er a few miles, the crow also said
“Farewell,” and this was the saddest par�ng.

からすはそこの木の上にとび
あがって、馬車がいよいよ見
えなくなるまで、黒いつばさ
を、ばたばたやっていまし
た。馬車はお日さまのように
かがやきながら、どこまでも
はしりつづけました。

However, he flew to a tree, and stood flapping his
black wings as long as he could see the coach,
which gli�ered in the bright sunshine.

第五のお話。おいはぎのこ
むすめ

Fi�h Story: Li�le Robber-Girl

それから、ゲルダのなかま
は、くらい森の中を通ってい
きました。ところが、馬車の
光は、たいまつのようにちら
ちらしていました。

The coach drove on through a thick forest, where it
lighted up the way like a torch, and dazzled the
eyes of some robbers, who could not bear to let it
pass them unmolested.
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それが、おいはぎどもの目に
とまって、がまんがならなく
させました。
「やあ、金きんだぞ、金だ
ぞ。」と、おいはぎたちはさ
けんで、いちどにとびだして
きました。馬をおさえて、ぎ
ょしゃ、べっとうから、おさ
きばらいまでころして、ゲル
ダを馬車からひきずりおろし
ました。

“It is gold! it is gold!” cried they, rushing forward,
and seizing the horses. Then they struck the li�le
jockeys, the coachman, and the footman dead, and
pulled li�le Gerda out of the carriage.

「こりゃあ、たいそうふとっ
て、かわいらしいむすめだわ
い。きっと、年中くるみの実
みばかりたべていたのだろ
う。」と、おいはぎばばがい
いました。女のくせに、なが
い、こわいひげをはやして、
まゆげが、目の上までたれさ
がったばあさんでした。

“She is fat and pre�y, and she has been fed with
the kernels of nuts,” said the old robber-woman,
who had a long beard and eyebrows that hung over
her eyes.

「なにしろそっくり、あぶら
ののった、こひつじというと
ころだが、さあたべたら、ど
んな味がするかな。」
そういって、ばあさんは、ぴ
かぴかするナイフをもちだし
ました。きれそうにひかっ
て、きみのわるいといったら
ありません。

“She is as good as a li�le lamb; how nice she will
taste!” and as she said this, she drew forth a
shining knife, that gli�ered horribly.
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「あッ。」 そのとたん、ば
あさんはこえをあげました。
その女のせなかにぶらさがっ
ていた、こむすめが、なにし
ろらんぼうなだだっ子で、お
もしろがって、いきなり、母
親の耳をかんだのです。
「このあまあ、なにょをす
る。」と、母親はさけびまし
た。おかげで、ゲルダをころ
す、はなさきをおられまし
た。

“Oh!” screamed the old woman the same moment;
for her own daughter, who held her back, had
bi�en her in the ear. She was a wild and naughty
girl, and the mother called her an ugly thing, and
had not �me to kill Gerda.

「あの子は、あたいといっし
ょにあそぶのだよ。」と、お
いはぎのこむすめは、いいま
した。
「あの子はマッフや、きれい
な着物をあたいにくれて、晩
にはいっしょにねるのだ
よ。」
こういって、その女の子は、
もういちど、母親の耳をした
たかにかみました。それで、
ばあさんはとびあがって、ぐ
るぐるまわりしました。おい
はぎどもは、みんなわらっ
て、
「見ろ、ばばあが、がきとい
っしょにおどっているから
よ。」と、いいました。

“She shall play with me,” said the li�le robber-girl;
“she shall give me her muff and her pre�y dress,
and sleep with me in my bed.” And then she bit her
mother again, and made her spring in the air, and
jump about; and all the robbers laughed, and said,
“See how she is dancing with her young cub.”
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「馬車の中へはいってみよう
や。」と、おいはぎのこむす
めはいいました。このむすめ
は、わんぱくにそだって、お
まけにごうじょうっぱりでし
たから、なんでもしたいとお
もうことをしなければ、気が
すみませんでした。

“I will have a ride in the coach,” said the li�le
robber-girl; and she would have her own way; for
she was so self-willed and obs�nate.

それで、ゲルダとふたり馬車
にのりこんで、きりかぶや、
石のでている上を通って、林
のおくへ、ふかくはいってい
きました。おいはぎのこむす
めは、ちょうどゲルダぐらい
の大きさでしたが、ずっと、
きつそうで、肩つきががっし
りしていました。どす黒ぐろ
いはだをして、その目はまっ
黒で、なんだかかなしそうに
見えました。女の子は、ゲル
ダのこしのまわりに手をかけ
て、

She and Gerda seated themselves in the coach, and
drove away, over stumps and stones, into the
depths of the forest. The li�le robber-girl was about
the same size as Gerda, but stronger; she had
broader shoulders and a darker skin; her eyes were
quite black, and she had a mournful look. She
clasped li�le Gerda round the waist, and said,—

「あたい、おまえとけんかし
ないうちは、あんなやつら
に、おまえをころさせやしな
いことよ。おまえはどこかの
王女じゃなくて。」と、いい
ました。

“They shall not kill you as long as you don’t make
us vexed with you. I suppose you are a princess.”
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「いいえ、わたしは王女では
ありません。」と、ゲルダは
こたえて、いままでにあった
できごとや、じぶんがどんな
に、すきなカイちゃんのこと
を思っているか、ということ
なぞを話しました。

“No,” said Gerda; and then she told her all her
history, and how fond she was of li�le Kay.

おいはぎのむすめは、しげし
げとゲルダを見て、かるくう
なずきながら、
「あたいは、おまえとけんか
したって、あのやつらに、お
まえをころさせやしないよ。
そんなくらいなら、あたい、
じぶんでおまえをころしてし
まうわ。」と、いいました。
それからむすめは、ゲルダの
目をふいてやり、両手をうつ
くしいマッフにつけてみまし
たが、それはたいへん、ふっ
くりして、やわらかでした。

The robber-girl looked earnestly at her, nodded her
head slightly, and said, “They sha’nt kill you, even if
I do get angry with you; for I will do it myself.” And
then she wiped Gerda’s eyes, and stuck her own
hands in the beau�ful muff which was so so� and
warm.
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さあ、馬車はとまりました。
そこはおいはぎのこもる、お
城のひろ庭でした。その山塞
さんさいは、上から下までひ
びだらけでした。そのずれた
われ目から、大がらす小がら
すがとびまわっていました。
大きなブルドッグが、あいて
かまわず、にんげんでもくっ
てしまいそうなようすで、高
くとびあがりました。でも、
けっしてほえませんでした。
ほえることはとめられてあっ
たからです。

The coach stopped in the courtyard of a robber’s
castle, the walls of which were cracked from top to
bo�om. Ravens and crows flew in and out of the
holes and crevices, while great bulldogs, either of
which looked as if it could swallow a man, were
jumping about; but they were not allowed to bark.

大きな、煤すすけたひろまに
は、煙がもうもうしていて、
たき火が、赤あかと石だたみ
のゆか上でもえていました。
煙はてんじょうの下にたちま
よって、どこからともなくで
ていきました。大きなおなべ
には、スープがにえたって、
大うさぎ小うさぎが、あぶり
ぐしにさして、やかれていま
した。

In the large and smoky hall a bright fire was burning
on the stone floor. There was no chimney; so the
smoke went up to the ceiling, and found a way out
for itself. Soup was boiling in a large cauldron, and
hares and rabbits were roas�ng on the spit.
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「おまえは、こん夜は、あた
いや、あたいのちいさなどう
ぶつといっしょにねるの
よ。」と、おいはぎのこむす
めがいいました。
ふたりはたべものと、のみも
のをもらうと、わらや、しき
ものがしいてある、へやのす
みのほうへ行きました。

“You shall sleep with me and all my li�le animals
to-night,” said the robber-girl, a�er they had had
something to eat and drink. So she took Gerda to a
corner of the hall, where some straw and carpets
were laid down.

その上には、百ぱよりも、も
っとたくさんのはとが、ねむ
ったように、木摺きずりや、
とまり木にとまっていました
が、ふたりの女の子がきたと
きには、ちょっとこちらをむ
きました。

Above them, on laths and perches, were more than
a hundred pigeons, who all seemed to be asleep,
although they moved slightly when the two li�le
girls came near them.

「みんな、このはと、あたい
のものなのよ。」と、おいは
ぎのこむすめはいって、てば
やく、てぢかにいた一わをつ
かまえて、足をゆすぶったの
で、はとは、羽根をばたばた
やりました。

“These all belong to me,” said the robber-girl; and
she seized the nearest to her, held it by the feet,
and shook it �ll it flapped its wings.

「せっぷんしておやりよ。」
と、いって、おいはぎのこむ
すめは、それを、ゲルダの顔
になげつけました。

“Kiss it,” cried she, flapping it in Gerda’s face.
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「あすこにとまっているの
が、森のあばれものさ。」
と、そのむすめは、かべにあ
けたあなに、うちこまれたと
まり木を、ゆびさしながら、
また話しつづけました。

“There sit the wood-pigeons,” con�nued she,
poin�ng to a number of laths and a cage which had
been fixed into the walls, near one of the openings.

「あれは二わとも森のあばれ
ものさ。しっかり、とじこめ
ておかないと、すぐにげてい
ってしまうの。ここにいるの
が、昔からおともだちのベー
よ。」こういって、女の子
は、ぴかぴかみがいた、銅ど
うのくびわをはめたままつな
がれている、一ぴきのとなか
いを、つのをもってひきだし
ました。

“Both rascals would fly away directly, if they were
not closely locked up. And here is my old
sweetheart ‘Ba;’” and she dragged out a reindeer
by the horn; he wore a bright copper ring round his
neck, and was �ed up.

「これも、しっかりつないで
おかないと、にげていってし
まうの。だから、あたいは
ね、まい晩よくきれるナイフ
で、くびのところをくすぐっ
てやるんだよ。すると、それ
はびっくりするったらありゃ
しない。」

“We are obliged to hold him �ght too, or else he
would run away from us also. I �ckle his neck every
evening with my sharp knife, which frightens him
very much.”
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そういいながら、女の子はか
べのわれめのところから、な
がいナイフをとりだして、そ
れをとなかいのくびにあて
て、そろそろなでました。か
わいそうに、そのけものは、
足をどんどんやって、苦しが
りました。むすめは、おもし
ろそうにわらって、それなり
ゲルダをつれて、ねどこに行
きました。

And then the robber-girl drew a long knife from a
chink in the wall, and let it slide gently over the
reindeer’s neck. The poor animal began to kick, and
the li�le robber-girl laughed, and pulled down
Gerda into bed with her.

「あなたはねているあいだ、
ナイフをはなさないの。」
と、ゲルダは、きみわるそう
に、それをみました。

“Will you have that knife with you while you are
asleep?” asked Gerda, looking at it in great fright.

「わたい、しょっちゅうナイ
フをもっているよ。」と、お
いはぎのこむすめはこたえま
した。「なにがはじまるかわ
からないからね。それよか、
もういちどカイちゃんって子
の話をしてくれない、それか
ら、どうしてこのひろい世界
に、あてもなくでてきたの
か、そのわけを話してくれな
いか。」

“I always sleep with the knife by me,” said the
robber-girl. “No one knows what may happen. But
now tell me again all about li�le Kay, and why you
went out into the world.”

96

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 97/139



The Snow Queen

そこで、ゲルダははじめか
ら、それをくりかえしまし
た。森のはとが、頭の上のか
ごの中でくうくういっていま
した。ほかのはとはねむって
いました。

Then Gerda repeated her story over again, while
the wood-pigeons in the cage over her cooed, and
the other pigeons slept.

おいはぎのこむすめは、かた
手をゲルダのくびにかけて、
かた手にはナイフをもったま
ま、大いびきをかいてねてし
まいました。けれども、ゲル
ダは、目をつぶることもでき
ませんでした。ゲルダは、い
ったい、じぶんは生かしてお
かれるのか、ころされるの
か、まるでわかりませんでし
た。

The li�le robber-girl put one arm across Gerda’s
neck, and held the knife in the other, and was soon
fast asleep and snoring. But Gerda could not close
her eyes at all; she knew not whether she was to
live or die.

たき火のぐるりをかこんで、
おいはぎたちは、お酒をのん
だり、歌をうたったりしてい
ました。そのなかで、ばあさ
んがとんぼをきりました。

The robbers sat round the fire, singing and drinking,
and the old woman stumbled about.

ちいさな女の子にとっては、
そのありさまを見るだけで、
こわいことでした。

It was a terrible sight for a li�le girl to witness.
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そのとき、森のはとが、こう
いいました。
「くう、くう、わたしたち、
カイちゃんを見ましたよ。一
わの白いめんどりが、カイち
ゃんのそりをはこんでいまし
た。カイちゃんは雪の女王の
そりにのって、わたしたち
が、巣にねていると、森のす
ぐ上を通っていったのです
よ。雪の女王は、わたしたち
子ばとに、つめたいいきをふ
きかけて、ころしてしまいま
した。たすかったのは、わた
したち二わだけ、くう、く
う。」

Then the wood-pigeons said, “Coo, coo; we have
seen li�le Kay. A white fowl carried his sledge, and
he sat in the carriage of the Snow Queen, which
drove through the wood while we were lying in our
nest. She blew upon us, and all the young ones died
excep�ng us two. Coo, coo.”

「まあ、なにをそこでいって
るの。」と、ゲルダが、つい
大きなこえをしました。「そ
の雪の女王さまは、どこへい
ったのでしょうね。そのさき
のこと、なにかしっていて。
おしえてよ。」

“What are you saying up there?” cried Gerda.
“Where was the Snow Queen going? Do you know
anything about it?”

「たぶん、ラップランドのほ
うへいったのでしょうよ。そ
こには、年中、氷や雪があり
ますからね。まあ、つながれ
ている、となかいに、きいて
ごらんなさい。」

“She was most likely travelling to Lapland, where
there is always snow and ice. Ask the reindeer that
is fastened up there with a rope.”
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すると、となかいがひきとっ
て、「そこには年中、氷や雪
があって、それはすばらしい
みごとなものですよ。」とい
いました。
「そこでは大きな、きらきら
光る谷まを、自由にはしりま
わることができますし、雪の
女王は、そこに夏のテントを
もっています。でも女王のり
っぱな本城ほんじょうは、も
っと北極のほうの、スピッツ
ベルゲンという島の上にある
のです。」

“Yes, there is always snow and ice,” said the
reindeer; “and it is a glorious place; you can leap
and run about freely on the sparkling ice plains.
The Snow Queen has her summer tent there, but
her strong castle is at the North Pole, on an island
called Spitzbergen.”

「ああ、カイちゃんは、すき
なカイちゃんは。」と、ゲル
ダはためいきをつきました。

“Oh, Kay, li�le Kay!” sighed Gerda.

「しずかにしなよ。しない
と、ナイフをからだにつきさ
すよ。」と、おいはぎのこむ
すめがいいました。

“Lie s�ll,” said the robber-girl, “or I shall run my
knife into your body.”
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あさになって、ゲルダは、森
のはとが話したことを、すっ
かりおいはぎのこむすめに話
しました。するとむすめは、
たいそうまじめになって、う
なずきながら、
「まあいいや。どっちにして
もおなじことだ。」と、いい
ました。そして、「おまえ、
ラップランドって、どこにあ
るのかしってるのかい。」
と、むすめは、となかいにた
ずねました。

In the morning Gerda told her all that the wood-
pigeons had said; and the li�le robber-girl looked
quite serious, and nodded her head, and said,
“That is all talk, that is all talk. Do you know where
Lapland is?” she asked the reindeer.

「わたしほど、それをよくし
っているものがございましょ
うか。」と、目をかがやかし
ながら、となかいがこたえま
した。「わたしはそこで生ま
れて、そだったのです。わた
しはそこで、雪の野原を、は
しりまわっていました。」

“Who should know be�er than I do?” said the
animal, while his eyes sparkled. “I was born and
brought up there, and used to run about the snow-
covered plains.”
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「ごらん。みんなでかけてい
ってしまうだろう。おっかさ
んだけがうちにいる。おっか
さんは、ずっとうちにのこっ
ているのよ。でもおひるちか
くなると、大きなびんからお
酒をのんで、すこしのあい
だ、ひるねするから、そのと
き、おまえにいいことをして
あげようよ。」と、おいはぎ
のこむすめはゲルダにいいま
した。

“Now listen,” said the robber-girl; “all our men are
gone away,— only mother is here, and here she will
stay; but at noon she always drinks out of a great
bo�le, and a�erwards sleeps for a li�le while; and
then, I’ll do something for you.”

それから女の子は、ぱんと、
ねどこからはねおきて、おっ
かさんのくびのまわりにかじ
りついて、おっかさんのひげ
をひっぱりながら、こういい
ました。
「かわいい、めやぎさん、お
はようございます。」

Then she jumped out of bed, clasped her mother
round the neck, and pulled her by the beard,
crying, “My own li�le nanny goat, good morning.”

すると、おっかさんは、女の
子のはなが赤くなったり紫色
むらさきいろになったりする
まで、ゆびではじきました。
でもこれは、かわいくてたま
らない心からすることでし
た。

Then her mother filliped her nose �ll it was quite
red; yet she did it all for love.
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おっかさんが、びんのお酒を
のんで、ねてしまったとき、
おいはぎのこむすめは、とな
かいのところへいって、こう
いいました。
「わたしはもっと、なんべん
も、なんべんも、ナイフでお
まえを、くすぐってやりたい
のだよ。だって、ずいぶんお
かしいんだもの、でも、もう
いいさ。あたい、おまえがラ
ップランドへ行けるように、
つなをほどいてにがしてやろ
う。けれど、おまえはせっせ
とはしって、この子を、この
子のおともだちのいる、雪の
女王のごてんへ、つれていか
なければいけないよ。

When the mother had drunk out of the bo�le, and
was gone to sleep, the li�le robber-maiden went to
the reindeer, and said, “I should like very much to
�ckle your neck a few �mes more with my knife, for
it makes you look so funny; but never mind,—I will
un�e your cord, and set you free, so that you may
run away to Lapland; but you must make good use
of your legs, and carry this li�le maiden to the
castle of the Snow Queen, where her play-fellow is.

おまえ、この子があたいに話
していたこと、きいていたろ
う。とても大きなこえで話し
たし、おまえも耳をすまし
て、きいていたのだから。」

You have heard what she told me, for she spoke
loud enough, and you were listening.”
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となかいはよろこんで、高く
はねあがりました。その背中
においはぎのこむすめは、ゲ
ルダをのせてやりました。そ
して用心ようじんぶかく、ゲ
ルダをしっかりいわえつけ
て、その上、くらのかわり
に、ちいさなふとんまで、し
いてやりました。

Then the reindeer jumped for joy; and the li�le
robber-girl li�ed Gerda on his back, and had the
forethought to �e her on, and even to give her her
own li�le cushion to sit on.

「まあ、どうでもいいや。」
と、こむすめはいいました。
「そら、おまえの毛皮のなが
ぐつだよ。だんだんさむくな
るからね。マッフはきれいだ
からもらっておくわ。けれ
ど、おまえにさむいおもいは
させないわ。ほら、おっかさ
んの大きなまる手ぶくろがあ
る。おまえなら、ひじのとこ
ろまで、ちょうどとどくだろ
う。まあ、これをはめると、
おまえの手が、まるであたい
のいやなおっかさんの手のよ
うだよ。」と、むすめはいい
ました。

“Here are your fur boots for you,” said she; “for it
will be very cold; but I must keep the muff; it is so
pre�y. However, you shall not be frozen for the
want of it; here are my mother’s large warm
mi�ens; they will reach up to your elbows. Let me
put them on. There, now your hands look just like
my mother’s.”

ゲルダは、もううれしくて、
涙なみだがこぼれました。

But Gerda wept for joy.
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「泣くなんて、いやなことだ
ね。」と、おいはぎのこむす
めはいいました。「ほんと
は、うれしいはずじゃない
の。さあ、ここにふたつ、パ
ンのかたまりと、ハムがある
わ。これだけあれば、ひもじ
いおもいはしないだろう。」

“I don’t like to see you fret,” said the li�le robber-
girl; “you ought to look quite happy now; and here
are two loaves and a ham, so that you need not
starve.”

これらの品じなは、となかい
の背中のうしろにいわえつけ
られました。おいはぎのむす
めは戸をあけて、大きな犬を
だまして、中にいれておい
て、それから、よくきれるナ
イフでつなをきると、となか
いにむかっていいました。
「さあ、はしって。そのかわ
り、その子に、よく気をつけ
てやってよ。」

These were fastened on the reindeer, and then the
li�le robber-maiden opened the door, coaxed in all
the great dogs, and then cut the string with which
the reindeer was fastened, with her sharp knife,
and said, “Now run, but mind you take good care of
the li�le girl.”
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そのとき、ゲルダは、大きな
まる手ぶくろをはめた両手
を、おいはぎのこむすめのほ
うにさしのばして、「さよう
なら。」といいました。とた
んに、となかいはかけだしま
した。木の根、岩かどをとび
こえ、大きな森をつきぬけ
て、沼地や草原もかまわず、
いっしょうけんめい、まっし
ぐらにはしっていきました。

And then Gerda stretched out her hand, with the
great mi�en on it, towards the li�le robber-girl, and
said, “Farewell,” and away flew the reindeer, over
stumps and stones, through the great forest, over
marshes and plains, as quickly as he could.

おおかみがほえ、わたりがら
すがこえをたてました。ひゅ
ッ、ひゅッ、空で、なにか音
がしました。それはまるで花
火があがったように。

The wolves howled, and the ravens screamed;
while up in the sky quivered red lights like flames of
fire.

「あれがわたしのなつかしい
北極オーロラ光です。」と、
となかいがいいました。「ご
らんなさい。なんてよく、か
がやいているでしょう。」
それからとなかいは、ひるも
夜も、前よりももっとはやく
はしって行きました。
パンのかたまりもなくなりま
した。ハムもたべつくしまし
た。となかいとゲルダとは、
ラップランドにつきました。

“There are my old northern lights,” said the
reindeer; “see how they flash.” And he ran on day
and night s�ll faster and faster, but the loaves and
the ham were all eaten by the �me they reached
Lapland.
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第六のお話。ラップランド
の⼥とフィンランドの⼥

Sixth Story: The Lapland
Woman and the Finland

Woman

ちいさな、そまつなこやの前
で、となかいはとまりまし
た。そのこやはたいそうみす
ぼらしくて、屋根やねは地面
じめんとすれすれのところま
でも、おおいかぶさっていま
した。そして、戸口がたいそ
うひくくついているものです
から、うちの人が出たり、は
いったりするときには、はら
ばいになって、そこをくぐら
なければなりませんでした。

They stopped at a li�le hut; it was very mean
looking; the roof sloped nearly down to the ground,
and the door was so low that the family had to
creep in on their hands and knees, when they went
in and out.

その家には、たったひとり年
とったラップランドの女がい
て、鯨油げいゆランプのそば
で、おさかなをやいていまし
た。となかいはそのおばあさ
んに、ゲルダのことをすっか
り話してきかせました。で
も、その前にじぶんのことを
まず話しました。となかい
は、じぶんの話のほうが、ゲ
ルダの話よりたいせつだとお
もったからでした。 ゲルダ
はさむさに、ひどくやられて
いて、口をきくことができま
せんでした。

There was no one at home but an old Lapland
woman, who was cooking fish by the light of a
train-oil lamp. The reindeer told her all about
Gerda’s story, a�er having first told his own, which
seemed to him the most important, but Gerda was
so pinched with the cold that she could not speak.
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「やれやれ、それはかわいそ
うに。」と、ラップランドの
女はいいました。「おまえた
ちはまだまだ、ずいぶんとお
くはしって行かなければなら
ないよ。百マイル以上も北の
フィンマルケンのおくふかく
はいらなければならないのだ
よ。雪の女王はそこにいて、
まい晩、青い光を出す花火を
もやしているのさ。

“Oh, you poor things,” said the Lapland woman,
“you have a long way to go yet. You must travel
more than a hundred miles farther, to Finland. The
Snow Queen lives there now, and she burns Bengal
lights every evening.

わたしは紙をもっていないか
ら、干鱈ひだらのうえに、て
がみをかいてあげよう。これ
をフィンランドの女のところ
へもっておいで。その女のほ
うが、わたしよりもくわし
く、なんでも教えてくれるだ
ろうからね。」

I will write a few words on a dried stock-fish, for I
have no paper, and you can take it from me to the
Finland woman who lives there; she can give you
be�er informa�on than I can.”

さてゲルダのからだもあたた
まり、たべものやのみもので
げんきをつけてもらったと
き、ラップランドの女は、干
鱈ひだらに、ふたことみこ
と、もんくをかきつけて、そ
れをたいせつにもっていくよ
うに、といってだしました。
ゲルダは、またとなかいにい
わえつけられてでかけまし
た。

So when Gerda was warmed, and had taken
something to eat and drink, the woman wrote a
few words on the dried fish, and told Gerda to take
great care of it. Then she �ed her again on the
reindeer, and he set off at full speed.
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ひゅッひゅッ、空の上でまた
いいました。ひと晩中、この
上もなくうつくしい青色をし
た、極光オーロラがもえてい
ました。――さて、こうし
て、となかいとゲルダとは、
フィンマルケンにつきまし
た。そして、フィンランドの
女の家のえんとつを、こつこ
つたたきました。だってその
家には、戸口もついていませ
んでした。

Flash, flash, went the beau�ful blue northern lights
in the air the whole night long. And at length they
reached Finland, and knocked at the chimney of the
Finland woman’s hut, for it had no door above the
ground.

家の中は、たいへんあついの
で、その女の人は、まるでは
だか同様でした。せいのひく
いむさくるしいようすの女で
した。

They crept in, but it was so terribly hot inside that
that woman wore scarcely any clothes; she was
small and very dirty looking.

女はすぐに、ゲルダの着物
や、手ぶくろや、ながぐつを
ぬがせました。そうしなけれ
ば、とてもあつくて、そこに
はいられなかったからです。
それから、となかいのあたま
の上に、ひとかけ、氷のかた
まりを、のせてやりました。

She loosened li�le Gerda’s dress, and took off the
fur boots and the mi�ens, or Gerda would have
been unable to bear the heat; and then she placed
a piece of ice on the reindeer’s head, and read
what was wri�en on the dried fish.
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そして、ひだらにかきつけて
あるもんくを、三べんもくり
かえしてよみました。そして
すっかりおぼえこんでしまう
と、スープをこしらえる大な
べの中へ、たらをなげこみま
した。そのたらはたべること
ができたからで、この女の人
は、けっしてどんなもので
も、むだにはしませんでし
た。

A�er she had read it three �mes, she knew it by
heart, so she popped the fish into the soup
saucepan, as she knew it was good to eat, and she
never wasted anything.

さて、となかいは、まずじぶ
んのことを話して、それから
ゲルダのことを話しました。
するとフィンランドの女は、
そのりこうそうな目をしばた
たいただけで、なにもいいま
せんでした。

The reindeer told his own story first, and then li�le
Gerda’s, and the Finlander twinkled with her clever
eyes, but she said nothing.
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「あなたは、たいそう、かし
こくていらっしゃいます
ね。」と、となかいは、いい
ました。「わたしはあなた
が、いっぽんのより糸で、世
界中の風をつなぐことがおで
きになると、きいておりま
す。もしも舟のりが、そのい
ちばんはじめのむすびめをほ
どくなら、つごうのいい追風
がふきます。二ばんめのむす
びめだったら、つよい風がふ
きます。三ばんめと四ばんめ
をほどくなら、森ごとふきた
おすほどのあらしがふきすさ
みます。

“You are so clever,” said the reindeer; “I know you
can �e all the winds of the world with a piece of
twine. If a sailor un�es one knot, he has a fair wind;
when he un�es the second, it blows hard; but if the
third and fourth are loosened, then comes a storm,
which will root up whole forests.

どうか、このむすめさんに、
十二人りきがついて、しゅび
よく雪の女王にかてますよ
う、のみものをひとつ、つく
ってやっていただけません
か。」

Cannot you give this li�le maiden something which
will make her as strong as twelve men, to overcome
the Snow Queen?”

「十二人りきかい。さぞ役に
たつ（「たつ」は底本では
「たっ」）だろうよ。」と、
フィンランド（「フィンラン
ド」は底本では「フィラン
ド」）の女はくりかえしてい
いました。

“The Power of twelve men!” said the Finland
woman; “that would be of very li�le use.”
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それから女の人は、たなのと
ころへいって、大きな毛皮の
まいたものをもってきてひろ
げました。それには、ふしぎ
なもんじがかいてありました
が、フィンランドの女は、ひ
たいから、あせがたれるま
で、それをよみかえしまし
た。

But she went to a shelf and took down and unrolled
a large skin, on which were inscribed wonderful
characters, and she read �ll the perspira�on ran
down from her forehead.

でも、となかいは、かわいい
ゲルダのために、またいっし
ょうけんめい、その女の人に
たのみました。ゲルダも目に
涙をいっぱいためて、おがむ
ように、フィンランドの女を
見あげました。女はまた目を
しばたたきはじめました。そ
して、となかいをすみのほう
へつれていって、そのあたま
にあたらしい氷をのせてやり
ながら、こうつぶやきまし
た。

But the reindeer begged so hard for li�le Gerda,
and Gerda looked at the Finland woman with such
beseeching tearful eyes, that her own eyes began
to twinkle again; so she drew the reindeer into a
corner, and whispered to him while she laid a fresh
piece of ice on his head,
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「カイって子は、ほんとうに
雪の女王のお城にいるのだ
よ。そして、そこにあるもの
はなんでも気にいってしまっ
て、世界にこんないいところ
はないとおもっているんだ
よ。けれどそれというのも、
あれの目のなかには、鏡のか
けらがはいっているし、しん
ぞうのなかにだって、ちいさ
なかけらがはいっているから
なのだよ。だからそんなもの
を、カイからとりだしてしま
わないうちは、あれはけっし
てまにんげんになることはで
きないし、いつまでも雪の女
王のいうなりになっているこ
とだろうよ。」

“Li�le Kay is really with the Snow Queen, but he
finds everything there so much to his taste and his
liking, that he believes it is the finest place in the
world; but this is because he has a piece of broken
glass in his heart, and a li�le piece of glass in his
eye. These must be taken out, or he will never be a
human being again, and the Snow Queen will retain
her power over him.”

「では、どんなものにも、う
ちかつことのできる力になる
ようなものを、ゲルダちゃん
にくださるわけにはいかない
でしょうか。」

“But can you not give li�le Gerda something to help
her to conquer this power?”
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「このむすめに、うまれつい
てもっている力よりも、大き
な力をさずけることは、わた
しにはできないことなのだ
よ。まあ、それはおまえさん
にも、あのむすめがいまもっ
ている力が、どんなに大きな
力だかわかるだろう。ごら
ん、どんなにして、いろいろ
と人間やどうぶつが、あのむ
すめひとりのためにしてやっ
ているか、どんなにして、は
だしのくせに、あのむすめが
よくもこんなとおくまでやっ
てこられたか。

“I can give her no greater power than she has
already,” said the woman; “don’t you see how
strong that is? How men and animals are obliged to
serve her, and how well she has got through the
world, barefooted as she is.

それだもの、あのむすめは、
わたしたちから、力をえよう
としてもだめなのだよ。それ
はあのむすめの心のなかにあ
るのだよ。それがかわいいむ
じゃきなこどもだというとこ
ろにあるのだよ。

She cannot receive any power from me greater
than she now has, which consists in her own purity
and innocence of heart.

もし、あのむすめが、自分で
雪の女王のところへ、でかけ
ていって、カイからガラスの
かけらをとりだすことができ
ないようなら、まして、わた
したちの力におよばないこと
さ。

If she cannot herself obtain access to the Snow
Queen, and remove the glass fragments from li�le
Kay, we can do nothing to help her.
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もうここから二マイルばかり
で、雪の女王のお庭の入口に
なるから、おまえはそこま
で、あの女の子をはこんでい
って、雪の中で、赤い実みを
つけてしげっている、大きな
木やぶのところに、おろして
くるがいい。それで、もうよ
けいな口をきかないで、さっ
さとかえっておいで。」

Two miles from here the Snow Queen’s garden
begins; you can carry the li�le girl so far, and set
her down by the large bush which stands in the
snow, covered with red berries. Do not stay
gossiping, but come back here as quickly as you
can.”

こういって、フィンランドの
女は、ゲルダを、となかいの
せなかにのせました。そこ
で、となかいは、ぜんそくり
ょくで、はしりだしました。

Then the Finland woman li�ed li�le Gerda upon
the reindeer, and he ran away with her as quickly as
he could.
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「ああ、あたしは、長ぐつを
おいてきたわ。手ぶくろもお
いてきてしまった。」と、ゲ
ルダはさけびました。とたん
に、ゲルダは身をきるような
さむさをかんじました。で
も、となかいはけっしてとま
ろうとはしませんでした。そ
れは赤い実みのなった木やぶ
のところへくるまで、いっさ
んばしりに、はしりつづけま
した。そして、そこでゲルダ
をおろして、くちのところに
せっぷんしました。 大つぶ
の涙が、となかいの頬ほおを
流れました。それから、とな
かいはまた、いっさんばしり
に、はしっていってしまいま
した。

“Oh, I have forgo�en my boots and my mi�ens,”
cried li�le Gerda, as soon as she felt the cu�ng
cold, but the reindeer dared not stop, so he ran on
�ll he reached the bush with the red berries; here
he set Gerda down, and he kissed her, and the
great bright tears trickled over the animal’s cheeks;
then he le� her and ran back as fast as he could.

かわいそうに、ゲルダは、く
つもはかず、手ぶくろもはめ
ずに、氷にとじられた、さび
しいフィンマルケンのまった
だなかに、ひとりとりのこさ
れて立っていました。

There stood poor Gerda, without shoes, without
gloves, in the midst of cold, dreary, ice-bound
Finland.
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雪の女王

ゲルダは、いっしょうけんめ
いかけだしました。すると、
雪の大軍が、むこうからおし
よせてきました。けれど、そ
の雪は、空からふってくるの
ではありません。空は極光オ
ーロラにてらされて、きらき
らかがやいていました。

She ran forwards as quickly as she could, when a
whole regiment of snow-flakes came round her;
they did not, however, fall from the sky, which was
quite clear and gli�ering with the northern lights.

雪は地面の上をまっすぐに走
ってきて、ちかくにくればく
るほど、形が大きくなりまし
た。

The snow-flakes ran along the ground, and the
nearer they came to her, the larger they appeared.
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ゲルダは、いつか虫めがねで
のぞいたとき、雪のひとひら
がどんなにか大きくみえたこ
とを、まだおぼえていまし
た。けれども、ここの雪はほ
んとうに、ずっと大きく、ず
っとおそろしくみえました。
この雪は生きていました。そ
れは雪の女王の前哨ぜんしょ
うでした。

Gerda remembered how large and beau�ful they
looked through the burning-glass. But these were
really larger, and much more terrible, for they were
alive, and were the guards of the Snow Queen, and
had the strangest shapes.

そして、ずいぶんへんてこな
形をしていました。大きくて
みにくい、やまあらしのよう
なものもいれば、かまくびを
もたげて、とぐろをまいてい
るへびのようなかっこうのも
あり、毛のさかさにはえた、
ふとった小ぐまににたものも
ありました。それはみんなま
ぶしいように、ぎらぎら白く
ひかりました。これこそ生き
た雪の大軍でした。

Some were like great porcupines, others like
twisted serpents with their heads stretching out,
and some few were like li�le fat bears with their
hair bristled; but all were dazzlingly white, and all
were living snow-flakes.

そこでゲルダは、いつもの主
しゅの祈の「われらの父」を
となえました。さむさはとて
もひどくて、ゲルダはじぶん
のつくいきを見ることができ
ました。それは、口からけむ
りのようにたちのぼりまし
た。

Then li�le Gerda repeated the Lord’s Prayer, and
the cold was so great that she could see her own
breath come out of her mouth like steam as she
u�ered the words.
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そのいきはだんだんこくなっ
て、やがてちいさい、きゃし
ゃな天使になりました。それ
が地びたにつくといっしょ
に、どんどん大きくなりまし
た。天使たちはみな、かしら
にはかぶとをいただき、手に
は楯たてとやりをもっていま
した。

The steam appeared to increase, as she con�nued
her prayer, �ll it took the shape of li�le angels who
grew larger the moment they touched the earth.
They all wore helmets on their heads, and carried
spears and shields.

天使の数はだんだんふえるば
かりでした。そして、ゲルダ
が主のおいのりをおわったと
きには、りっぱな天使軍の一
たいが、ゲルダのぐるりをと
りまいていました。

Their number con�nued to increase more and
more; and by the �me Gerda had finished her
prayers, a whole legion stood round her.

天使たちはやりをふるって、
おそろしい雪のへいたいをう
ちたおすと、みんなちりぢり
になってしまいました。そこ
でゲルダは、ゆうきをだし
て、げんきよく進んで行くこ
とができました。

They thrust their spears into the terrible snow-
flakes, so that they shivered into a hundred pieces,
and li�le Gerda could go forward with courage and
safety.

天使たちは、ゲルダの手と足
とをさすりました。するとゲ
ルダは、前ほどさむさを感じ
なくなって、雪の女王のお城
をめがけていそぎました。

The angels stroked her hands and feet, so that she
felt the cold less, and she hastened on to the Snow
Queen’s castle.
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ところで、カイは、あのの
ち、どうしていたでしょう。
それからまずお話をすすめま
しょう。カイは、まるでゲル
ダのことなど、おもってはい
ませんでした。だから、ゲル
ダが、雪の女王のごてんまで
きているなんて、どうして、
ゆめにもおもわないことでし
た。

But now we must see what Kay is doing. In truth he
thought not of li�le Gerda, and never supposed she
could be standing in the front of the palace.

第七のお話。雪の⼥王のお
城でのできごとと そのの

ちのお話

Seventh Story: Of the Palace
of the Snow Queen and What

Happened There At Last

雪の女王のお城は、はげしく
ふきたまる雪が、そのままか
べになり、窓や戸口は、身を
きるような風で、できていま
した。

The walls of the palace were formed of dri�ed
snow, and the windows and doors of the cu�ng
winds.
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そこには、百いじょうの広間
が、じゅんにならんでいまし
た。それはみんな雪のふきた
まったものでした。いちばん
大きな広間はなんマイルにも
わたっていました。つよい極
光オーロラがこの広間をもて
らしていて、それはただも
う、ばか大きく、がらんとし
ていて、いかにも氷のように
つめたく、ぎらぎらして見え
ました。

There were more than a hundred rooms in it, all as
if they had been formed with snow blown together.
The largest of them extended for several miles;
they were all lighted up by the vivid light of the
aurora, and they were so large and empty, so icy
cold and gli�ering!

たのしみというものの、まる
でないところでした。あらし
が音楽をかなでて、ほっきょ
くぐまがあと足で立ちあがっ
て、気どっておどるダンスの
会もみられません。わかい白
ぎつねの貴婦人きふじんのあ
いだに、ささやかなお茶ちゃ
の会かいがひらかれることも
ありません。雪の女王の広間
は、ただもうがらんとして、
だだっぴろく、そしてさむい
ばかりでした。

There were no amusements here, not even a li�le
bear’s ball, when the storm might have been the
music, and the bears could have danced on their
hind legs, and shown their good manners. There
were no pleasant games of snap-dragon, or touch,
or even a gossip over the tea-table, for the young-
lady foxes. Empty, vast, and cold were the halls of
the Snow Queen.

極光のもえるのは、まことに
きそく正しいので、いつがい
ちばん高いか、いつがいちば
んひくいか、はっきり見るこ
とができました。

The flickering flame of the northern lights could be
plainly seen, whether they rose high or low in the
heavens, from every part of the castle.
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このはてしなく大きながらん
とした雪の広間のまん中に、
なん千万という数のかけらに
われてこおった、みずうみが
ありました。われたかけら
は、ひとつひとつおなじ形を
して、これがあつまって
（「あつまって」は底本では
「あっまって」］、りっぱな
美術品になっていました。こ
のみずうみのまん中に、お城
にいるとき、雪の女王はすわ
っていました。そしてじぶん
は理性りせいの鏡のなかにす
わっているのだ（「いるの
だ」は底本では「い　の
だ」）、この鏡ほどのもの
は、世界中さがしてもない、
といっていました。

In the midst of its empty, endless hall of snow was a
frozen lake, broken on its surface into a thousand
forms; each piece resembled another, from being in
itself perfect as a work of art, and in the centre of
this lake sat the Snow Queen, when she was at
home. She called the lake “The Mirror of Reason,”
and said that it was the best, and indeed the only
one in the world.
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カイはここにいて、さむさの
ため、まっ青に、というより
は、うす黒くなっていまし
た。それでいて、カイはさむ
さを感じませんでした。とい
うよりは、雪の女王がせっぷ
んして、カイのからだから、
さむさをすいとってしまった
からです。そしてカイのしん
ぞうは、氷のようになってい
ました。

Li�le Kay was quite blue with cold, indeed almost
black, but he did not feel it; for the Snow Queen
had kissed away the icy shiverings, and his heart
was already a lump of ice.
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カイは、たいらな、いく枚か
のうすい氷の板を、あっちこ
っちからはこんできて、いろ
いろにそれをくみあわせて、
なにかつくろうとしていまし
た。まるでわたしたちが、む
ずかしい漢字をくみ合わせる
ようでした。

He dragged some sharp, flat pieces of ice to and
fro, and placed them together in all kinds of
posi�ons, as if he wished to make something out of
them; just as we try to form various figures with
li�le tablets of wood which we call “a Chinese
puzzle.”

カイも、この上なく手のこん
だ、みごとな形をつくりあげ
ました。それは氷のちえあそ
びでした。カイの目には、こ
れらのものの形はこのうえな
くりっぱな、この世の中で一
ばん（「ばん」は底本では
「ぱん」）たいせつなものの
ようにみえました。それはカ
イの目にささった鏡のかけら
のせいでした。カイは、形で
ひとつのことばをかきあらわ
そうとおもって、のこらずの
氷の板をならべてみました
が、自分があらわしたいとお
もうことば、すなわち、「永
遠えいえん」ということば
を、どうしてもつくりだすこ
とはできませんでした。で
も、女王はいっていました。

Kay’s fingers were very ar�s�c; it was the icy game
of reason at which he played, and in his eyes the
figures were very remarkable, and of the highest
importance; this opinion was owing to the piece of
glass s�ll s�cking in his eye. He composed many
complete figures, forming different words, but
there was one word he never could manage to
form, although he wished it very much. It was the
word “Eternity.” The Snow Queen had said to him,
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「もしおまえに、その形をつ
くることがわかれば、からだ
も自由になるよ。そうした
ら、わたしは世界ぜんたい
と、あたらしいそりぐつを、
いっそくあげよう。」

“When you can find out this, you shall be your own
master, and I will give you the whole world and a
new pair of skates.”

けれども、カイには、それが
できませんでした。

But he could not accomplish it.

「これから、わたしは、あた
たかい国を、ざっとひとまわ
りしてこよう。」と、雪の女
王はいいました。「ついでに
そこの黒なべをのぞいてく
る。」黒なべというのは、エ
トナとかヴェスヴィオとか、
いろんな名の、火をはく山の
ことでした。「わたしはすこ
しばかり、それを白くしてや
ろう。ぶどうやレモンをおい
しくするためにいいそうだか
ら。」

“Now I must hasten away to warmer countries,”
said the Snow Queen. “I will go and look into the
black craters of the tops of the burning mountains,
Etna and Vesuvius, as they are called,—I shall make
them look white, which will be good for them, and
for the lemons and the grapes.”
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こういって、雪の女王は、と
んでいってしまいました。そ
してカイは、たったひとりぼ
っちで、なんマイルというひ
ろさのある、氷の大広間のな
かで、氷の板を見つめて、じ
っと考えこんでいました。も
う、こちこちになって、おな
かのなかの氷が、みしりみし
りいうかとおもうほど、じっ
とうごかずにいました。それ
をみたら、たれも、カイはこ
おりついたなり、死んでしま
ったのだとおもったかもしれ
ません。

And away flew the Snow Queen, leaving li�le Kay
quite alone in the great hall which was so many
miles in length; so he sat and looked at his pieces of
ice, and was thinking so deeply, and sat so s�ll, that
any one might have supposed he was frozen.
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ちょうどそのとき、ゲルダは
大きな門を通って、その大広
間にはいってきました。そこ
には、身をきるような風が、
ふきすさんでいましたが、ゲ
ルダが、ゆうべのおいのりを
あげると、ねむったように、
しずかになってしまいまし
た。そして、ゲルダは、いく
つも、いくつも、さむい、が
らんとしたひろまをぬけて、
――とうとう、カイをみつけ
ました。ゲルダは、カイをお
ぼえていました。で、いきな
りカイのくびすじにとびつい
て、しっかりだきしめなが
ら、

Just at this moment it happened that li�le Gerda
came through the great door of the castle. Cu�ng
winds were raging around her, but she offered up a
prayer and the winds sank down as if they were
going to sleep; and she went on �ll she came to the
large empty hall, and caught sight of Kay; she knew
him directly; she flew to him and threw her arms
round his neck, and held him fast, while she
exclaimed,

「カイ、すきなカイ。ああ、
あたしとうとう、みつけた
わ。」と、さけびました。

“Kay, dear li�le Kay, I have found you at last.”

けれども、カイは身ゆるぎも
しずに、じっとしゃちほこば
ったなり、つめたくなってい
ました。

But he sat quite s�ll, s�ff and cold.
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そこで、ゲルダは、あつい涙
を流して泣きました。それは
カイのむねの上におちて、し
んぞうのなかにまで、しみこ
んで行きました。そこにたま
った氷をとかして、しんぞう
の中の、鏡のかけらをなくな
してしまいました。カイは、
ゲルダをみました。ゲルダは
うたいました。

Then li�le Gerda wept hot tears, which fell on his
breast, and penetrated into his heart, and thawed
the lump of ice, and washed away the li�le piece of
glass which had stuck there. Then he looked at her,
and she sang—

「ばらのはな さきてはちり
ぬ
おさなごエス やがてあおが
ん」

“Roses bloom and cease to be,
But we shall the Christ-child see.”

すると、カイはわっと泣きだ
しました。カイが、あまりひ
どく泣いたものですから、ガ
ラスのとげが、目からぽろり
とぬけてでてしまいました。
すぐとカイは、ゲルダがわか
りました。そして、大よろこ
びで、こえをあげました。

Then Kay burst into tears, and he wept so that the
splinter of glass swam out of his eye. Then he
recognized Gerda, and said, joyfully,

「やあ、ゲルダちゃん、すき
なゲルダちゃん。――いまま
でどこへいってたの、そして
また、ぼくはどこにいたんだ
ろう。」

“Gerda, dear li�le Gerda, where have you been all
this �me, and where have I been?”
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こういって、カイは、そこら
をみまわしました。「ここ
は、ずいぶんさむいんだな
あ。なんて大きくて、がらん
としているんだろうなあ。」

And he looked all around him, and said, “How cold
it is, and how large and empty it all looks,” and he
clung to Gerda, and she laughed and wept for joy.

こういって、カイは、ゲルダ
に、ひしととりつきました。
ゲルダは、うれしまぎれに、
泣いたり、わらったりしまし
た。それがあまりたのしそう
なので、氷の板きれまでが、
はしゃいでおどりだしまし
た。そして、おどりつかれて
たおれてしまいました。その
たおれた形が、ひとりでに、
ことばをつづっていました。
それは、もしカイに、そのこ
とばがつづれたら、カイは自
由になれるし、そしてあたら
しいそりぐつと、のこらずの
世界をやろうと、雪の女王が
いった、そのことばでした。

It was so pleasing to see them that the pieces of ice
even danced about; and when they were �red and
went to lie down, they formed themselves into the
le�ers of the word which the Snow Queen had said
he must find out before he could be his own
master, and have the whole world and a pair of
new skates.
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ゲルダは、カイのほおにせっ
ぷんしました。みるみるそれ
はぽおっと赤くなりました。
それからカイの目にもせっぷ
んしました。すると、それは
ゲルダの目のように、かがや
きだしました。カイの手だの
足だのにもせっぷんしまし
た。これで、しっかりしてげ
んきになりました。

Then Gerda kissed his cheeks, and they became
blooming; and she kissed his eyes, and they shone
like her own; she kissed his hands and his feet, and
then he became quite healthy and cheerful.

もうこうなれば、雪の女王が
かえってきても、かまいませ
ん。だって、女王が、それが
できればゆるしてやるといっ
たことばが、ぴかぴかひかる
氷のもんじで、はっきりとそ
こにかかれていたからです。

The Snow Queen might come home now when she
pleased, for there stood his certainty of freedom, in
the word she wanted, wri�en in shining le�ers of
ice.

さて、そこでふたりは手をと
りあって、その大きなお城か
らそとへでました。そして、
うちのおばあさんの話だの、
屋根の上のばらのことなど
を、語りあいました。ふたり
が行くさきざきには、風もふ
かず、お日さまの光がかがや
きだしました。

Then they took each other by the hand, and went
forth from the great palace of ice. They spoke of
the grandmother, and of the roses on the roof, and
as they went on the winds were at rest, and the sun
burst forth.
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そして、赤い実みのなった、
あの木やぶのあるところにき
たとき、そこにもう、となか
いがいて、ふたりをまってい
ました。そのとなかいは、も
う一ぴきのわかいとなかいを
つれていました。そして、こ
のわかいほうは、ふくれた乳
ぶさからふたりのこどもたち
に、あたたかいおちちを出し
てのませてくれて、そのくち
の上にせっぷんしました。

When they arrived at the bush with red berries,
there stood the reindeer wai�ng for them, and he
had brought another young reindeer with him,
whose udders were full, and the children drank her
warm milk and kissed her on the mouth.

それから二ひきのとなかい
は、カイとゲルダをのせて、
まずフィンランドの女のとこ
ろへ行きました。そこでふた
りは、あのあついへやで、じ
ゅうぶんからだをあたため
て、うちへかえる道をおしえ
てもらいました。それからこ
んどは、ラップランドの女の
ところへいきました。その女
は、ふたりにあたらしい着物
をつくってくれたり、そりを
そろえてくれたりしました。

Then they carried Kay and Gerda first to the Finland
woman, where they warmed themselves
thoroughly in the hot room, and she gave them
direc�ons about their journey home. Next they
went to the Lapland woman, who had made some
new clothes for them, and put their sleighs in order.
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となかいと、もう一ぴきのと
なかいとは、それなり、ふた
りのそりについてはしって、
国境くにざかいまでおくって
きてくれました。そこでは、
はじめて草の緑が（「が」は
底本では「か」）もえだして
いました。カイとゲルダと
は、ここで、二ひきのとなか
いと、ラップランドの女とに
わかれました。
「さようなら。」と、みんな
はいいました。

Both the reindeer ran by their side, and followed
them as far as the boundaries of the country,
where the first green leaves were budding. And
here they took leave of the two reindeer and the
Lapland woman, and all said—Farewell.

そして、はじめて、小鳥がさ
えずりだしました。森には、
緑の草の芽が、いっぱいにふ
いていました。その森の中か
ら、うつくしい馬にのった、
わかいむすめが、赤いぴかぴ
かするぼうしをかぶり、くら
にピストルを二ちょうさし
て、こちらにやってきまし
た。ゲルダはその馬をしって
いました。（それは、ゲルダ
の金きんの馬車をひっぱった
馬であったからです。）

Then the birds began to twi�er, and the forest too
was full of green young leaves; and out of it came a
beau�ful horse, which Gerda remembered, for it
was one which had drawn the golden coach. A
young girl was riding upon it, with a shining red cap
on her head, and pistols in her belt.

131

7/10/24, 12:05 p.m. snedronningen_ja_en

about:blank 132/139



雪の女王

そして、このむすめは、れい
のおいはぎのこむすめでし
た。この女の子は、もう、う
ちにいるのがいやになって、
北の国のほうへいってみたい
とおもっていました。そして
もし、北の国が気にいらなか
ったら、どこかほかの国へい
ってみたいとおもっていまし
た。

It was the li�le robber-maiden, who had got �red
of staying at home; she was going first to the north,
and if that did not suit her, she meant to try some
other part of the world.

このむすめは、すぐにゲルダ
に気がつきました。ゲルダも
また、このむすめをみつけま
した。そして、もういちどあ
えたことを、心からよろこび
ました。

She knew Gerda directly, and Gerda remembered
her: it was a joyful mee�ng.

「おまえさん、ぶらつきやの
ほうでは、たいしたおやぶん
さんだよ。」と、そのむすめ
は、カイにいいました。「お
まえさんのために、世界のは
てまでもさがしにいってやる
だけのねうちが、いったい、
あったのかしら。」

“You are a fine fellow to go gadding about in this
way,” said she to li�le Kay, “I should like to know
whether you deserve that any one should go to the
end of the world to find you.”

けれども、ゲルダは、そのむ
すめのほおを、かるくさすり
ながら、王子と王女とは、あ
ののちどうなったかとききま
した。

But Gerda pa�ed her cheeks, and asked a�er the
prince and princess.
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「あの人たちは、外国へいっ
てしまったのさ。」と、おい
はぎのこむすめがこたえまし
た。

“They are gone to foreign countries,” said the
robber-girl.

「それで、からすはどうし
て。」と、ゲルダはたずねま
した。

“And the crow?” asked Gerda.

「ああ、からすは死んでしま
ったよ。」と、むすめがいい
ました。「それでさ、おかみ
さんがらすも、やもめになっ
て、黒い毛糸の喪章もしょう
を足につけてね、ないてばか
りいるっていうけれど、うわ
さだけだろう。さあ、こんど
は、あれからどんな旅をした
か、どうしてカイちゃんをつ
かまえたか、話しておく
れ。」

“Oh, the crow is dead,” she replied; “his tame
sweetheart is now a widow, and wears a bit of
black worsted round her leg. She mourns very
pi�fully, but it is all stuff. But now tell me how you
managed to get him back.”

そこで、カイとゲルダとは、
かわりあって、のこらずの話
をしました。

Then Gerda and Kay told her all about it.

「そこで、よろしく、ちんが
らもんがらか、でも、まあう
まくいって、よかったわ。」
と、むすめはいいました。

“Snip, snap, snare! it’s all right at last,” said the
robber-girl.
Then she took both their hands, and promised that
if ever she should pass through the town, she
would call and pay them a visit.
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そして、ふたりの手をとっ
て、もしふたりのすんでいる
町を通ることがあったら、き
っとたずねようと、やくそく
しました。それから、むすめ
は馬をとばして、ひろい世界
へでて行きました。でも、カ
イとゲルダとは、手をとりあ
って、あるいていきました。
いくほど、そこらが春めいて
きて、花がさいて、青葉がし
げりました。お寺の鐘かねが
きこえて、おなじみの高い塔
とうと、大きな町が見えてき
ました。それこそ、ふたりが
すんでいた町でした。

And then she rode away into the wide world. But
Gerda and Kay went hand-in-hand towards home;
and as they advanced, spring appeared more lovely
with its green verdure and its beau�ful flowers.
Very soon they recognized the large town where
they lived, and the tall steeples of the churches, in
which the sweet bells were ringing a merry peal as
they entered it, and found their way to their
grandmother’s door.

そこでふたりは、おばあさま
の家の戸口へいって、かいだ
んをあがって、へやへはいり
ました。そこではなにもか
も、せんとかわっていません
でした。柱どけいが「カッチ
ンカッチン」いって、針がま
わっていました。けれど、そ
の戸口をはいるとき、じぶん
たちが、いつかもうおとなに
なっていることに気がつきま
した。

They went upstairs into the li�le room, where all
looked just as it used to do. The old clock was going
“�ck, �ck,” and the hands pointed to the �me of
day, but as they passed through the door into the
room they perceived that they were both grown
up, and become a man and woman.
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おもての屋根やねのといの上
では、ばらの花がさいて、ひ
らいた窓から、うちのなかを
のぞきこんでいました。そし
てそこには、こどものいすが
おいてありました。カイとゲ
ルダとは、めいめいのいすに
こしをかけて、手をにぎりあ
いました。ふたりはもう、あ
の雪の女王のお城のさむい、
がらんとした、そうごんなけ
しきを、ただぼんやりと、お
もくるしい夢のようにおもっ
ていました。

The roses out on the roof were in full bloom, and
peeped in at the window; and there stood the li�le
chairs, on which they had sat when children; and
Kay and Gerda seated themselves each on their
own chair, and held each other by the hand, while
the cold empty grandeur of the Snow Queen’s
palace vanished from their memories like a painful
dream.

おばあさまは、神さまの、う
ららかなお日さまの光をあび
ながら、「なんじら、もし、
おさなごのごとくならずば、
天国にいることをえじ。」
と、高らかに聖書せいしょの
一せつをよんでいました。

The grandmother sat in God’s bright sunshine, and
she read aloud from the Bible, “Except ye become
as li�le children, ye shall in no wise enter into the
kingdom of God.”
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カイとゲルダとは、おたがい
に、目と目を見あわせまし
た。そして、

And Kay and Gerda looked into each other’s eyes,
and all at once understood the words of the old
song,

「ばらのはな さきてはちり
ぬ
おさなごエス やがてあおが
ん」

“Roses bloom and cease to be,
But we shall the Christ-child see.”
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というさんび歌のいみが、に
わかにはっきりとわかってき
ました。こうしてふたりは、
からだこそ大きくなっても、
やはりこどもで、心だけはこ
どものままで、そこにこしを
かけていました。ちょうど夏
でした。あたたかい、みめぐ
みあふれる夏でした。

And they both sat there, grown up, yet children at
heart; and it was summer,—warm, beau�ful
summer.
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